
第1回  「綿業会館」
第2回  「日本基督教団　南大阪教会」
第3回  「ドウトン／キャバレー・アカダマ」
第4回  「都ホテル」
第5回  「京都宝ヶ池プリンスホテル」
第6回  「輸出繊維会」
第7回  「カトリック宝塚教会」
第8回  「大庄村役場」
第9回  「佐伯邸」
第10回「近映レジャービルアポロ」
第11回「梅田吸気塔」

赫奕たる村野藤吾の建築【特 集】
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建築家・建築史家　安達英俊
写真撮影／沼田俊之（広報編集委員会）

＊肩書、所属等は掲載当時のものです

かくやく

（一社）京都府建築士会
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安
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英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、は
や
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
の
足
跡
を

辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に
向
き
合
い
建
築
を

構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

コロニアル風を加味した近世復興式（アメリカ・19世紀）

外観：アメリカの銀行建築等に用いられた「コロニアル・リヴァイヴァル」を加味したルネッサンス系の様式。

綿 業 会 館
1931年　設計・渡邊節建築事務所／製図主任・村野藤吾

外観・正面玄関

外観・南西面

（一社）京都府建築士会



玄関ホール

談話室

貴賓室

食堂

大会場

会議室

食　堂：梁の装飾は、直線、円、菱形、円弧等の形態、色彩が、モールディングで構成。
　「ジョージアン・リヴァイヴァル」の室内意匠、同時に始まりつつあるアメリカの「アール・デコ」の影響もみられる。

大会場：新古典主義建築家アダム兄弟により確立された室内装飾様式。明るい彩色と精密な比例により、軽快で華麗な構成。
会議室：ナポレオン帝政時代の直線的で力強く端正な様式に、古代ローマの豪華で荘重な装飾を加味した新古典主義を再構成。

貴賓室：優美、軽快で曲線が多く、家具では机脚や椅子脚はねこ脚で、その先端に玉をつかむ獣足も。
談話室：きわめて重厚に構成（暖炉上部、柱）されたものと、大胆な粗面仕上（大梁）で構成。壁面の装飾や家具にその特長がある。

玄関ホール：連続アーチはローマンアーチ、アーチ間に付柱、トスカーナ風の柱頭。二階腰壁下に水平帯状飾が、優雅な比例でトラバーチンにて構成。

玄関ホール
吹き抜け

アダム　スタイル
（イギリス・18世紀）

クィーインアン（イギリス・18世紀）

ミュラル・デコレーション
（アメリカ・19世紀）

アンピール（フランス・19世紀）

イタリアンルネッサンス系・
ネオ・ジョージアン
（アメリカ・19世紀）

玄関ホール
ＥＶホールより

談話室・正面

会議室・扉

ジャコビアン（イギリス・17世紀）

談話室・階段

（一社）京都府建築士会
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は
じ
め
に

建
築
家
に
と
っ
て
、
重
要
な
る
作
品
が
２
点
あ

る
。「
出
発
と
な
る
作
品
」
と
、「
代
表
作
」
で
あ

る
。「
綿
業
会
館
」
は
、
渡
邊
節
（
１
８
８
４
〜

１
９
６
７
）
に
と
っ
て
の
「
代
表
作
」
で
あ
り
、

村
野
藤
吾
に
と
っ
て
の
「
出
発
と
な
る
作
品
」
で

あ
る
。

「
２
代
目
京
都
駅
」（
１
９
１
４
）
は
、
渡
邊
節

に
と
っ
て
の
「
出
発
と
な
る
作
品
」
で
あ
る
。
ウ

ィ
ー
ン
・
ゼ
セ
ッ
シ
オ
ン
に
彩
れ
て
い
た
そ
の
建

築
は
、
１
９
５
０
年
に
焼
失
し
て
い
る
。
そ
の
脇

に
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
纏
わ
れ
た「
梅
小
路
車
庫
」（
１

９
１
４
〜
）
は
今
も
残
る
。

初
回
は
、
村
野
が
、「
渡
邊
節
の
作
品
」
と
言

説
し
続
け
、
村
野
建
築
の
原
点
と
な
る
、「
綿
業

会
館
」（
重
要
文
化
財
・
２
０
０
３
〜
）
と
す
る
。

１
９
２
９
年
、
村
野
は
渡
邊
建
築
事
務
所
を
辞

す
る
。
数
年
前
よ
り
村
野
か
ら
独
立
の
打
診
を
受

け
て
い
た
渡
邊
は
、「
綿
業
会
館
」
の
竣
工
ま
で

見
届
け
る
こ
と
を
条
件
に
承
諾
す
る
。

建
築
家
の
師
弟
の
関
係
は
、
今
日
に
は
、
想
像

で
き
な
い
程
の
非
常
に
濃
厚
な
る
も
の
で
あ
る
。

綿
業
会
館
の
様
式
につい
て

●
外
観

外
観
は
、
１
階
に
ル
ス
チ
カ
風
石
積
み
ア
ー
チ

窓
が
あ
り
、
２
階
よ
り
上
部
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ

ル
を
張
っ
て
い
る
。
全
体
に
コ
ロ
ニ
ア
ル
ス
タ
イ

ル
を
加
味
し
た
ネ
オ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
で
あ

る
。窓

周
り
に
は
、「
マ

（
註
）ッ

キ
ム
・
ミ
ー
ド
＆
ホ
ワ

イ
ト
」
の
影
響
が
窺
え
る
。
基
壇
（
ベ
ー
ス
）、

胴
部
（
ボ
ト
ム
）、
頂
部
（
ト
ッ
プ
）、
に
意
匠
を

わ
け
な
が
ら
全
体
が
一
体
と
な
る
優
れ
た
立
面
で

あ
る
。

西
洋
建
築
様
式
は
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
初
頭
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
省
略
や
変

化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
、
目
の
当
た
り
に

み
た
、
渡
邊
は
、
再
度
、
日
本
風
を
加
味
し
て
、

「
様
式
」
を
構
築
す
る
。
こ
の
集
大
成
が
、「
綿
業

会
館
」
で
あ
る
。

●
内
観

西
側
正
面
玄
関
の
繊
細
な
る
曲
線
の
鉄
製
二
重

扉
を
開
け
る
と
ト
ス
カ
ー
ナ
風
オ
ー
ダ
ー
の
列
柱

を
も
つ
イ
タ
リ
ア
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ス
タ
イ

ル
の
上
品
な
吹
き
抜
け
の
玄
関
ホ
ー
ル
が
あ
ら
わ

れ
る
。

正
面
の
像
は
、
建
設
に
功
績
の
あ
っ
た
「
岡
常

夫
」
で
あ
る
。

重
厚
な
る
正
面
階
段
を
上
が
っ
た
左
側
に
、

『
談
話
室
』
が
あ
る
。
圧
巻
と
な
る
こ
の
内
部
は
、

渡
邊
と
村
野
の
共
同
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。渡

邊
は
、
東
側
の
「
タ
イ
ル
・
タ
ピ
イ
ス
ト
リ

ー
」
に
つ
い
て
、
下
記
の
様
に
記
述
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

「
内
外
部
の
設
計
を
通
じ
て
一
番
苦
労
し
た
の

は
談
話
室
で
あ
っ
て
、
あ
れ
く
ら
い
天
井
が
高
く

す
べ
て
が
堂
々
と
し
て
い
る
部
屋
は
な
い
。
こ
れ

も
設
計
が
一
応
お
わ
っ
て
か
ら
、
ど
う
も
談
話
室

だ
け
が
気
に
な
り
、
費
用
も
か
か
っ
た
が
さ
ら
に

一
ヶ
月
の
期
間
を
も
ら
い
、設
計
を
変
更
し
て
二
、

三
階
を
打
ち
抜
く
こ
と
を
考
案
し
て
出
来
上
が
っ

た
も
の
で
あ
る
。
タ
イ
ル
な
ど
は
京
都
の
泰
山
と

い
う
店
が
精
魂
を
こ
め
て
焼
い
て
く
れ
た
も
の
を

使
い
、
一
枚
一
枚
全
体
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

考
え
助
手
を
使
わ
ず
私
一
人
で
こ
つ

こ
つ
と
仕
上
げ
た
。」（
抜
粋
）

（
綿
業
会
館
の
設
計
と
私　

 

日
本
綿
業
倶
楽
部
「
月
報
」

１
９
６
９
年
５
月
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

二
、
三
階
が
、
吹
き
抜
け
と
な
っ

た
こ
と
で
、
西
側
に
階
段
を
設
置
す

る
こ
と
と
な
る
。

私
は
こ
の
階
段
こ
そ
、
村
野
の
真
骨
頂
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
に
至
る
。
西
側
よ
り
南
側
に
の

び
る
ア
イ
ア
ン
ワ
ー
ク
の
階
段
で
あ
る
。

こ
の
場
に
幾
度
と
な
く
身
を
お
く
と
、
東
側
の

「
タ
イ
ル
・
タ
ピ
イ
ス
ト
リ
ー
」
と
の
齟
齬
は
否

め
な
い
。
手
摺
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
風
の
ケ
ー

ス
メ
ン
ト
の
意
匠
は
魅
力
的
で
あ
る
。

そ
の
後
の
、
独
立
し
た
村
野
の
創
り
出
す
「
階

段
」
は
こ
れ
を
簡
略
化
し
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
加

味
し
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

村
野
は
、亡
く
な
る
直
前
の
１
９
８
４
年
10
月
、

一階平面図（個人蔵）

矩形図（個人蔵）

（一社）京都府建築士会
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が
音
を
吸
収
し
て
快
適
な
る
会
場
と
な
る
。

﹇
食
堂
﹈

・
ミ
ュ
ー
ラ
ル
・
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

 

（
ア
メ
リ
カ
・
19
世
紀
）

天
井
の
装
飾
が
特
長
で
あ
る
が
、
陶
器
と
金
属

（
ナ
イ
フ
、フ
ォ
ー
ク
）
の
音
を
消
す
た
め
に
、「
セ

ロ
テ
ツ
キ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
」
が
壁
面
に
施
さ
れ
、
玄

関
ホ
ー
ル
の
「
ト
ラ
バ
ー
チ
ン
」
と
呼
応
し
て
い

る
。多

様
な
る
様
式
を
散
り
ば
め
て
い
る
綿
業
会

館
。
多
く
の
会
員
が
欧
米
を
め
ぐ
り
、
こ
こ
で
か

つ
て
の
様
式
に
再
度
め
ぐ
り
会
う
の
で
あ
る
。

設
計
につい
て

渡
邊
は
、
構
造
に
内
藤
多
仲
（
早
稲
田
教
授
）、

設
備
に
北
浦
重
之
（
東
京
大
学
教
授
）
を
擁
し
て

い
る
。
耐
震
性
や
空
調
の
将
来
性
は
、
こ
の
二
人

の
提
案
で
あ
ろ
う
。
主
任
で
あ
る
村
野
は
、
自
ら

の
後
継
者
と
し
て
須
藤
員
雄
を
育
成
し
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
多
く
の
建
築
家
が
、
縮
尺
１
／
20
を

多
用
し
て
い
た
が
、
１
／
50
の
図
面
と
す
る
。
一

葉
に
、
平
面
図
・
断
面
図
・
立
面
図
・
矩
形
図
・

詳
細
図
・
建
具
図
を
１
／
50
で
構
成
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
な
い
時
代
、こ
れ
に
よ
り
施
工
者
は
、

空
間
を
よ
く
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
２
次
元
の
図

面
は
３
次
元
と
な
る
（
ま
る
で
、
絵
画
の
キ
ュ
ウ

ビ
ズ
ム
の
よ
う
に
）。

様
式
を
自
由
に
扱
う
渡
邊
の
許
で
教
育
を
う
け

た
村
野
は
、「
新
し
い
建
築
」
を
次
々
と
現
出
す

る
の
で
あ
る
。

狩
野
忠
正
と
の
対
談
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

「
こ
の
建
物
（
綿
業
会
館
）、
コ
ロ
ニ
ア
ル
で
す

よ
。」「
こ
れ
を
や
っ
て
私
が
や
め
て
か
ら
、
そ
ご

う
の
ス
ケ
ッ
チ
出
来
た
ん
だ
。
そ
れ
で
（
外
国
の

建
築
家
は
）
び
っ
く
り
し
て
い
た
。
向
こ
う
の
人

た
ち
は
ね
、
日
本
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
様

式
は
ね
、
一
つ
の
教
養
課
程
と
し
て
入
っ
て
い

る
。」（
抜
粋
）

（
H
I
R
O
B
A
・
１
９
８
５
│
01
月
号

 

近
畿
建
築
士
会
協
議
会
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

様
式
を
自
由
に
扱
っ
た
渡
邊
は
、
次
の
よ
う
に

各
室
に
意
匠
を
施
し
た
。

﹇
談
話
室
﹈

・
初
期
の
ジ
ャ
コ
ビ
ア
ン
ス
タ
イ
ル

 

（
イ
ギ
リ
ス
・
17
世
紀
初
頭
）

東
側
の
暖
炉
上
部
に
ク
ル
ミ
材
で
格
子
状
に
垂

直
性
の
あ
る
も
の
が
特
長
で
あ
る
。そ
の
左
に
は
、

前
記
し
た
「
タ
イ
ル
・
タ
ピ
イ
ス
ト
リ
ー
」
が
、

優
雅
に
在
る
。

﹇
貴
賓
室
﹈

・
ク
イ
ー
ン
・
ア
ン
・
ス
タ
イ
ル

 

（
イ
ギ
リ
ス
・
18
世
紀
）

素
晴
ら
し
い
内
部
空
間
を
も
つ
家
具
や
照
明
、

カ
ー
テ
ン
等
が
当
時
を
醸
し
出
す
。

﹇
会
議
室
﹈

・
ア
ン
ピ
ー
ル
・
ス
タ
イ
ル

 

（
フ
ラ
ン
ス
・
19
世
紀
）

長
辺
の
室
内
に
は
、
天
井
に
楕
円
を
中
央
に
左

右
に
円
形
２
つ
の
装
飾
が
素
晴
ら
し
い
。
各
入
口

扉
の
上
部
は
オ
ニ
ッ
ク
ス
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

﹇
大
会
場
﹈

・
ア
ダ
ム
・
ス
タ
イ
ル 

（
イ
ギ
リ
ス
・
18
世
紀
）

最
上
階
の
会
場
は
、
緩
や
か
な
る
曲
線
の
天
井

大会場・西面： ブラケットの両側に付
ピラスター

柱
が配されている。

談話室・北面： 北面ガラスはフランス製網入ガラス（当時は、稀有）で、戦時下の延焼
を免れる。

食堂・北面： 一段上がった客席の向こうに、
透かし彫のガラス窓がみえる。

北側・非常階段： 
20世紀初頭、アメリカ高層ビルの非
常階段を彷彿させる。

安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
講師・委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　　　　京都造形芸術大学非常勤講師
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

あだち・ひでとし

（註） マッキム・ミード＆ホワイト建築事務所／ 19世紀末～ 20世紀にニューヨークを拠点に活躍した３名の共同建築事務所。
 この事務所の作品集は渡邊建築事務所の教本とみられ、村野もこれを所蔵して検証していたようである。
●参考文献／・日本綿業倶楽部50年誌　・「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009　
　　　　　　・村野藤吾建築設計図展カタログ1.（1999.）23.24P　・HIROBA・1985,01月号　近畿建築士会協議会
※当時の建築名を使用し、すべて西暦表示とした。　※人物の敬称は省略した。
※「日本綿業倶楽部」の皆々様に御協力を得た。

●写真撮影／沼田俊之

（一社）京都府建築士会
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2

安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾
（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）
が
没
し
て
、
は
や
30
年

が
経
過
す
る
。
関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
赫
奕
た
る
村
野

藤
吾
建
築
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と

時
代
に
向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

日本基督教団  南大阪教会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1928・1981改修

外　観
南側より塔と会堂を望む

会堂内観
入口より祭壇をみる
天井に十字の模様がある（一社）京都府建築士会
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F e a t u r e

外　観

会堂内観

模　型

外　観照　明

会堂南側壁面 会堂の東面、塔の北面を観る

南壁面 祭壇の上部見上げトップサイドライト

連続する曲面のコードペンダント 1928年の塔と会堂の模型 塔の足元、獣頭の吐水口

塔の南より会堂へのアプローチ

（一社）京都府建築士会
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処
女
作
・
南
大
阪
教
会

・
1
9
2
8
年

（
そ
し
て
村
野
藤
吾
の
独
立
）

南
大
阪
教
会
に
、
い
ま
も
旧
会
堂
竣
工
時
の
ブ

ロ
ン
ズ
模
型
が
残
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
の
塔
と
木
造
平
屋
建
て
の
会
堂
を
一
体
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
模
型
を
み

る
と
、
会
堂
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
意
図
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

南
大
阪
教
会
は
１
９
２
４
年
、
大
阪
基
督
教
会

（
１
８
７
４
〜
）
の
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
そ
の
後
１
９
２
７
年
、
住
吉
区
天
王

寺
村
町
２
９
８
９
番
地
（
大
阪
府
立
阿
倍
野
高
等

女
学
校
東
側
）
に
土
地
を
購
入
す
る
。
教
会
が
面

す
る
庚
申
街
道
は
、
四
天
王
寺
か
ら
庚
申
堂
を
経

て
住
吉
大
社
に
至
る
往
来
の
多
い
も
の
で
あ
っ

た
。
周
辺
に
は
良
質
な
長
屋
と
田
畑
が
残
る
。
東

側
に
は
１
９
２
５
年
、
既
に
大
阪
市
建
築
課
の
設

計
で
大
阪
市
立
工
芸
高
校
が
開
校
し
て
い
た
。
ワ

イ
マ
ー
ル
の
工
芸
学
校
の
建
築
意
匠
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
参
考
に
し
た
学
舎
か
ら
は
、
山
城
隆
一
、

早
川
良
雄
ら
の
大
阪
デ
ザ
イ
ン
界
の
雄
を
多
く
輩

出
す
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
会
堂
の
設
計
者
は
小
守
利
兵

衛
氏
の
紹
介
に
よ
り
村
野
藤
吾
が
選
ば
れ
た
。
１

９
２
８
年
の
会
堂
建
設
報
告
書
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
設
計
に
お
い
て
は
技
術

家
村
野
藤
吾
氏
に
計
り
た
る
に
同
氏
は
吾
教
会
に

対
す
る
理
解
を
持
っ
て
特
に
奉
仕
的
の
行
為
を
持

っ
て
之
に
あ
た
る
べ
き
快
諾
さ
れ
茲
に
具
体
的
進

捗
を
見
た
り
、
即
ち
同
氏
は
新
開
住
宅
地
方
の
新

会
堂
た
る
こ
と
を
と
隣
接
建
物
の
状
態
を
考
慮
し

之
を
予
算
の
条
件
に
鑑
み
、
熱
心
研
究
の
結
果
、

本
設
計
を
完
成
せ
ら
れ
た
る
。」

R
C
造
の
塔
は
約
３
ｍ
の
正
方
形
の
平
面
を
も

ち
、
３
層
に
お
よ
ぶ
十
字
型
（
十
字
架
）
と
丸
型

（
聖
霊
）
を
連
続
に
繰
り
返
し
配
し
た
南
側
は
、

天
へ
の
高
揚
感
を
与
え
る
。
入
口
に
は
、
ブ
ロ
ー

ク
ン
・
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
用
い
る
。
オ
ー
ギ
ャ
ス

ト
・
ペ
レ
（
１
８
７
４
〜
１
９
５
４
）
の
ル
・
ラ

ン
シ
ー
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
教
会
（
１
９
２
２
〜
１

９
２
３
）
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
る
。

こ
の
建
築
は
１
９
２
３
年
創
刊
さ
れ
た
、

「L'architecture V
ivante

」（
現
代
建
築
）
に

発
表
さ
れ
て
い
る
。
村
野
は
こ
の
時
期
に
外
遊
し

て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
雑
誌
を
参
照
し
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
イ
モ

ン
ド
の
東
京
女
子
大
学
礼
拝
堂
が
同
じ
デ
ザ
イ
ン

ソ
ー
ス
を
も
つ
が
、
１
９
３
７
年
の
竣
工
を
考
え

れ
ば
、
村
野
が
如
何
に
早
く
情
報
を
入
手
し
昇
華

し
具
現
化
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

木
造
の
会
堂
は
敷
地
北
側
に
位
置
し
、
東
側
よ

り
西
の
祭
壇
に
向
か
う
。
緩
や
か
な
切
妻
の
天
井

を
も
つ
こ
れ
は
、
寄
棟
屋
根
の
構
造
を
内
部
に
表

徴
す
る
。
軒
先
は
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
た
ち
あ
げ
、
木

造
風
を
あ
え
て
排
除
し
て
い
る
。
予
算
条
件
で
、

当
時
高
価
な
る
R
C
造
を
見
送
っ
た
と
推
察
で
き

る
。こ

の
時
期
村
野
は
渡
邉
建
築
事
務
所
に
在
籍
し

て
い
た
が
、
許
可
を
得
て
個
人
的
な
仕
事
も
し
て

い
た
と
、
当
時
の
渡
邉
建
築
事
務
所
所
員
が
証
言

し
て
い
る
。
後
日
村
野
は
、
独
立
の
経
過
を
次
の

よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

南大阪教会 平面スケッチ（建築と社会 1985.11）

ランシーのノ―トル・ダム（世界建築全集・12）

南大阪教会 立面スケッチ（建築と社会 1985.11）

（一社）京都府建築士会



9   Kyoto Dayori  November 2014

「
旧
会
堂
建
設
に
当
っ
て
苦
労
さ
れ
た
教
会
の
先

輩
方
の
記
念
碑
で
も
あ
り
、
ま
た
、
南
大
阪
教
会

の
歴
史
で
も
あ
る
の
で
是
非
残
し
た
い
。」
と
村

野
は
発
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
没
後
、

関
係
者
が
語
り
村
野
の
当
時
の
デ
ザ
イ
ン
過
程
を

「
南
大
阪
教
会
の
ス
ケ
ッ
チ
プ
ロ
セ
ス
」（
建
築
と

社
会
・
１
９
８
５
・
11
）
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

る
。塔

を
残
し
た
会
堂
は
、
当
初
は
様
々
な
案
よ
り

ペ
ア
コ
ラ
ム
（
双
柱
）
に
よ
る
バ
シ
リ
カ
形
式
の

平
面
に
収
束
す
る
が
、
そ
の
後
に
三
つ
葉
型
の
平

面
を
検
討
し
は
じ
め
る
。
ラ
テ
ン
十
字
型
平
面
と

集
中
型
平
面
の
融
合
と
み
ら
れ
る
こ
の
案
は
、
バ

シ
リ
カ
形
式
の
平
面
図
の
上
に
幾
重
に
も
わ
た
る

曲
線
が
描
か
れ
て
お
り
、思
考
の
過
程
を
物
語
る
。

断
面
は
東
側
に
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
ラ
イ
ト
、
祭
壇
の

あ
る
西
側
に
も
優
美
な
楕
円
曲
線
の
垂
れ
壁
が
、

天
光
を
受
け
る
。
内
壁
は
幾
重
も
の
弧
を
持
ち
、

コ
ー
ド
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
シ
ェ
ー
ド
と
呼
応
す
る
。

天
井
に
は
、
木
製
に
て
十
字
架
の
直
喩
が
施
さ
れ

て
い
る
。
手
摺
、
幅
木
、
建
具
、
建
具
金
物
、
照

明
器
具
等
に
特
長
の
あ
る
村
野
意
匠
が
み
ら
れ

る
。
特
に
照
明
（
コ
ー
ド
ペ
ン
ダ
ン
ト
）
は
木
漏

れ
た
光
が
ア
ク
リ
ル
を
灯
し
て
う
つ
く
し
い
。
外

壁
は
大
地
か
ら
生
え
た
よ
う
に
「
日
本
ル
ー
テ
ル

神
学
大
学
」（
１
９
６
９
）
を
柔
ら
か
く
し
た
素

材
感
を
も
つ
。「
建
築
周
辺
の
環
境
を
考
え
て
、

四
隅
に
余
地
を
残
し
た
。」
と
い
う
。
建
築
に
携

わ
る
者
た
ち
は
肝
に
め
い
じ
た
い
言
説
で
あ
り
、

実
行
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

塔
の
概
念
は
そ
の
後
多
く
の
作
品
に
表
れ
る
。

「
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ア
カ
ダ
マ
」（
１
９
３
２
）
の
広

告
塔
「
大
庄
村
役
場
」（
１
９
３
８
）
の
階
段
室・

塔
屋
と
展
開
し
、
や
が
て
戦
後
１
９
５
３
年
の
代

表
作
の
ひ
と
つ「
世
界
平
和
記
念
聖
堂
」に
至
る
。

「
渡
邊
事
務
所
を
や
め
た
の
は
ど
う
し
て
か
と

い
う
と
、
こ
れ
は
別
に
野
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
も

な
ん
で
も
な
く
、
結
局
は
時
代
の
変
化
の
自
然
な

結
果
な
の
で
す
。
十
五
年
も
い
ま
す
と
い
ろ
い
ろ

な
社
会
情
勢
が
だ
ん
だ
ん
に
変
わ
り
、
そ
れ
に
つ

れ
て
建
築
に
た
い
す
る
世
の
中
の
要
請
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
様
式
的
な
も
の
で
は
こ
な
せ
な
い
条

件
が
出
て
く
る
。（
中
略
）
こ
の
ま
ま
で
は
先
生

に
も
い
け
な
い
、
自
分
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。

お
れ
は
こ
こ
に
は
い
な
い
ほ
う
が
よ
い
・
・
・
と

悩
ん
だ
あ
げ
く
、
非
常
に
恩
顧
を
受
け
た
先
生
で

す
が
、
ど
う
し
て
も
事
務
所
を
出
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
昭
和
十
年
ご
ろ
、
四
十
歳
の
と
き
で

し
た
。」

（
建
築
年
鑑
１
９
６
５
・
展
望

　
　
　
　
「
わ
た
く
し
の
建
築
観
」
村
野
藤
吾
）

南
大
阪
教
会
竣
工
年
は
、
１
９
２
８
年
で
あ
る

こ
と
は
定
礎
や
記
録
が
証
す
る
が
、
前
回
の
「
綿

業
会
館
」の
竣
工
年
１
９
３
１
年
と
の
齟
齬
よ
り
、

い
く
つ
か
の
村
野
作
品
集
に
は
１
９
３
１
年
竣
工

の
記
録
を
み
る
こ
と
が
あ
る
。

会
堂
の
改
築
（
1
9
8
1
）

１
９
８
０
年
頃
に
木
造
会
堂
の
痛
み
が
激
し

く
、
建
替
え
の
は
な
し
が
持
ち
上
る
。「
い
わ
ば

私
の
長
男
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
に
思
い
出
の
深
い
教
会

堂
の
改
修
に
打
ち
込
む
。
当
時
、
90
歳
を
超
え
た

村
野
に
と
っ
て
、「
宝
塚
市
庁
舎
」
や
「
新
高
輪

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
等
の
大
き
な
計
画
や
現
場
の

あ
る
極
め
て
忙
し
い
時
期
と
合
致
す
る
。

１
９
８
０
年
頃
よ
り
、約
１
キ
ロ
北
側
の
村
野・

森
建
築
事
務
所
に
て
多
大
の
ス
タ
デ
ィ
を
繰
り
返

し
、粘
土
模
型
を
い
く
つ
と
な
く
制
作
し
て
い
る
。

半
世
紀
前
の
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
て
。

新
会
堂
は
、
塔
を
解
体
す
る
か
、
修
復
し
て
残

す
の
か
は
会
堂
建
築
委
員
会
で
は
議
論
さ
れ
た
。

阿
倍
野
区
出
身
の
芥
川
賞
受
賞
作
家
、
阪
田
寛

夫
（
１
９
２
５
〜
２
０
０
５
）
の
作
品
「
背
教
」

に
は
、次
の
よ
う
に
教
会
堂
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
菊
の
畠
や
、
は
ね
つ
る
べ
の
あ
る
ね
ぎ
畠
の
間

に
建
ち
上
が
っ
た
灰
色
の
壁
の
教
会
堂
は
、
三
層

の
塔
が
あ
っ
て
、
し
か
も
バ
タ
く
さ
く
は
な
く
質

朴
で
美
し
く
、
の
ち
に
美
術
全
集
に
収
め
ら
れ
る

よ
う
な
個
性
的
な
建
物
で
あ
っ
た
。」

50
余
年
の
時
間
を
経
て
、「
阿
倍
野
」
と
い
う

場
所
に
ひ
と
り
の
建
築
家
の
一
歩
目
の
作
品
と
、

晩
年
の
作
品
が
対
峙
す
る
風
景
が
あ
る
。

今
日
、
南
陽
光
の
も
と
に
塔
の
足
元
、
獣
頭
の

吐
水
口
が
86
年
の
永
き
月
日
を
示
唆
す
る
。
い
ま

も
す
っ
と
建
つ
荘
厳
な
塔
は
、
生
前
の
村
野
藤
吾

の
起
ち
姿
を
説
き
に
想
起
す
る
。

塔玄関塔東立面

安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
講師・委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　　　　京都造形芸術大学非常勤講師
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

あだち・ひでとし

｢南大阪教会（1928－1981）についての試論－村野藤吾の五十余年の変遷－｣（村野藤吾建築設計図展カタログ･4／2002年）をもとに､
大幅な加筆･修正をいたしました｡建築名は当時のものを使用｡年号は西暦で表示した｡南大阪教会関係者の御協力を得た､お礼申し上げます｡

●参考文献／｢南大阪教会（1928－1981）についての試論－村野藤吾の五十余年の変遷－｣（村野藤吾建築設計図展カタログ･4）安達英俊　2002
　　　　　　｢南大阪教会50年誌｣日本基督教団南大阪教会　　｢南大阪教会70年誌｣日本基督教団南大阪教会　1999　　｢背教｣阪田寛夫　文藝春秋　1976
　　　　　　｢建築と社会｣1985.11　日本建築協会　　　 　　 ｢建築年鑑･1965｣　　　　　　　　　　　　　　 　      ｢世界建築全集･12｣平凡社

●写真撮影／沼田俊之

（一社）京都府建築士会
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安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾
（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）
が
没
し
て
、
早
30
年
が
経
過
す

る
。
関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品

を
数
回
に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都

市
と
時
代
に
向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

ドウトン／キャバレー・アカダマ
1933 非現存1955

（現：コムラードドウトン）

「ドウトン」外観 北側ファサード
壁面後退により「建築」と「川」の関係性を明示。

惜しいのは、今の1階の店舗の扱いでは。

道頓堀夜景（1934年頃）〈写真1〉
（「近代建築画譜」より）

「アカダマ」道路側立面夜景（1934）〈写真2〉
（「近代建築画譜」より）

「ドウトン」内部（1955）
（「建築と社会」1955.09月号）

（一社）京都府建築士会



「ドウトン」南側立面

「ドウトン」南側壁面「ドウトン」屋上・背景に動かない「観覧車」

「ドウトン」南東階段

（一社）京都府建築士会
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キ
ャバレ
ー・ア
カ
ダマ
（
１
９
３
３
）

と
ロ
シ
ア
構
成
主
義
につい
て

１
９
３
３
年
12
月
大
阪
道
頓
堀
に
「
キ
ャ
バ
レ

ー
・
ア
カ
ダ
マ
（
赤
玉
）」
が
約
３
ヶ
月
の
工
期

を
経
て
出
現
す
る
。
こ
の
建
築
は
木
造
既
存
建
物

の
増
改
築
で
あ
る
。
敷
地
は
、北
、道
頓
堀
川
、南
、

食
い
だ
お
れ
横
丁
に
挟
ま
れ
た
地
、
戎
橋
東
側
で

あ
る
。
２
階
建
て
地
下
１
階
、
塔
屋
付
き
、
木
造

一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
る
。

施
主
は
興
行
師
で
あ
る
榎
本
正
で
、
同
時
期
に

彼
は
村
野
に
「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」「
大
阪
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
」（
共
に
ア
ン
ビ
ル
ド
）
の
設

計
を
も
依
頼
し
て
い
た
。

当
時
大
阪
は
「
大
大
阪
」
と
呼
ば
れ
、
好
景
気

で
商
業
施
設
の
需
要
が
増
大
し
て
い
た
。

　
　

赤
い
灯
青
い
灯
道
頓
堀
の

　
　

川
面
に
あ
つ
ま
る
恋
の
灯
に

　
　

な
ん
で
カ
フ
ェ
ー
が
忘
ら
り
ょ
か

　
　
　
　

 

（
道
頓
堀
行
進
曲

　
　
　
　
　

日
比
繁
二
郎
／
詩
・
１
９
２
８
年
）

暗
闇
に
浮
か
ぶ
ネ
オ
ン
が
道
頓
堀
川
に
映
る
様

を
表
現
し
た
流
行
歌
も
う
ま
れ
た
。
ム
ー
ラ
ン
・

ル
ー
ジ
ュ
を
彷
彿
さ
せ
る
サ
イ
ン
塔
が
、
川
面
に

こ
の
建
築
を
映
す
写
真
が
残
る
。（
写
真
１
）

大
阪
高
速
電
気
軌
道
１
号
線
（
現
・
大
阪
市
営

地
下
鉄
／
御
堂
筋
線
）
は
１
９
３
３
年
５
月
に
梅

田
駅
（
仮
駅
）
〜
心
斎
橋
駅
間
が
開
通
し
、
１
９

３
５
年
に
は
梅
田
本
駅
を
開
業
し
難
波
駅
ま
で
南

下
し
て
い
る
。
そ
し
て
、幅
員
３
間
か
ら
24
間（
約

43
・
７
ｍ
）
の
拡
張
し
た
御
堂
筋
は
大
阪
の
大
動

脈
と
な
る
。

商
業
施
設
設
計
の
前
に
村
野
は
１
９
３
０
年
３

月
に
出
発
、
約
４
ヶ
月
か
け
て
、
ロ
シ
ア
、
欧
州
、

ア
メ
リ
カ
を
調
査
、
研
修
旅
行
し
て
い
る
。
第
一

の
目
的
は「
そ
ご
う
百
貨
店
」（
１
９
３
３
〜
）、「
神

戸
大
丸
百
貨
店
」（
１
９
３
６
）の
設
計
の
た
め
に
、

欧
米
の
百
貨
店
の
現
状
視
察
で
あ
る
。
も
う
ひ
と

つ
の
目
的
は
１
９
１
７
年
十
月
革
命
を
成
し
遂
げ

た
社
会
主
義
国
家
ロ
シ
ア
の
約
10
年
後
の
建
築
視

察
と
、「
ロ
シ
ア
構
成
主
義
」
と
呼
ば
れ
た
建
築

家
た
ち
と
の
面
会
で
あ
る
。「
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
記
念
塔
」（
１
９
２
０
）
を
設
計
し
た

ヴ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・
タ
ト
リ
ン
や
、「
シ
ュ
プ
レ

マ
テ
ィ
ス
ム
」
の
画
家
カ
ジ
ミ
ー
ル
・
マ
ー
レ
ヴ

ィ
ッ
チ
の
作
品
を
み
る
と
共
に
彼
ら
と
面
会
し
て

い
る
。

「
ア
カ
ダ
マ
」
を
当
時
の
写
真
等
資
料
に
よ
り
、

追
体
験
を
試
み
る
。

南
側
フ
ァ
サ
ー
ド
は
西
に
、「
キ
ャ
バ
レ
ー
」

内
部
に
客
を
導
く
た
め
の「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
」を
、

ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
の
量
塊
の
壁
を
配
し
頂
部
の
部

分
で
東
に
水
平
に
帯
状
に
同
じ
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク

が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
残
る
大
壁
面
（
24
ｍ
×
９

ｍ
）
は
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
貼
り
で
あ
る
。
サ
イ
ン

と
し
て
「Cabaret

」・「A
kadam

a

」
の
ネ
オ

ン
管
が
い
っ
ぱ
い
に
施
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に

夜
を
意
図
し
た「
商
業
建
築
」で
あ
る
。（
写
真
２
）

川
側
（
北
）
フ
ァ
サ
ー
ド
は
東
に
広
告
塔
が
聳

え
、
垂
直
の
12
本
の
付ピ

ラ
ス
タ
ー柱
（
マ
リ
オ
ン
）
が
の
び

る
。
道
頓
堀
川
に
開
い
た
表
情
を
み
せ
る
。
カ
ジ

ミ
ー
ル
・
マ
ー
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
作
品
の
影
響
が
想

わ
れ
る
。

内
部
の
構
成
は
、
客
席
と
ホ
ー
ル
、
ス
テ
ー
ジ

で
あ
り
、「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」に
近
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
条
例
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
た
。

ホ
ー
ル
の
南
側
に
９
本
の
壁
柱
（
１
３
６
０
㎜

×
４
５
０
㎜
）
の
間
に
客
席
が
設
け
ら
れ
天
井
高

５
４
５
０
㎜
の
ホ
ー
ル
で
、
客
同
士
、
客
と
女
給

が
ダ
ン
ス
や
飲
食
を
楽
し
ん
だ
。

川
面
に
立
面
を
落
と
す
の
は
、
日
本
建
築
の
真

髄
、
浄
瑠
璃
寺
と
池
、
鹿
苑
寺
と
池
、
等
に
伺
え

る
手
法
で
も
あ
る
。「
ア
カ
ダ
マ
」
の
建
築
ス
ケ

ー
ル
は
川
幅
に
見
合
っ
て
虚
像
を
映
し
出
し
て
い

た
。
こ
の
虚
像
に
こ
そ
軍
靴
の
足
音
に
脅
え
な
が

ら
日
々
を
過
ご
す
庶
民
に
一
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え

て
い
た
で
あ
ろ
う
。

食
堂
ビ
ル・ド
ウ
ト
ン
（
１
９
５
５
）

と
そ
の
表
徴

焼
失
し
た
「
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ア
カ
ダ
マ
」
の
跡

地
に
、
全
館
飲
食
店
舗
、
貸
し
ビ
ル
と
い
う
趣
旨

で
計
画
さ
れ
た
建
築
で
あ
る
。
戦
前
、
戦
中
、
戦

後
の
苦
し
い
時
代
を
経

て
22
年
後
の
再
建
で
あ

る
。１

期
（
３
階
ま
で
）

１
９
５
４
・
０
５
〜
１

９
５
５
・
０
５
、
２
期

（
４
〜
７
階
）
１
９
５

５
・
０
８
〜
12
と
２
期

に
別
け
ら
れ
た
の
は
、

竣
工
を
急
い
だ
「
商
業

建
築
」の
証
で
あ
ろ
う
。

終
戦
10
年
後
南
側
の
通
り
に
は
、
道
頓
堀
五
座

（
松
竹
座
、
角
座
、
浪
花
座
、
中
座
、
朝
日
座
）

が
あ
り
観
劇
後
の
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。

南
側
立
面
に
つ
い
て
、
村
野
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

２・３階

中２階

１階

「ドウトン」平面図　
（「建築と社会」1955.09月号）

「ドウトン」北側側面詳細図及び椅子スケッチ　　
（「建築と社会」1955.09月号） （一社）京都府建築士会
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取
り
な
が
ら
時
代
の
潮
流
を
映
し
出
し
、
変
化

の
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
か
つ
て
の
塔
屋
は
今

は
な
く
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
水
平
線
と
な
る
。

建
築
の「
虚
」と「
実
」に
関
し
て

戦
前
の
建
築
の
「
デ
ザ
イ
ン
ソ
ー
ス
」
を
保
ち

な
が
ら
、そ
の
時
代
の
要
請
に
あ
わ
せ
創
ら
れ
た
。

「
ド
ウ
ト
ン
」
は
「
ア
カ
ダ
マ
」
の
表
象
を
変

化
さ
せ
今
が
あ
る
。２
つ
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、「
道
」

と
「
川
」、「
外
部
」
と
「
内
部
」、「
時
」
と
「
場

所
」、「
実
」
と
「
虚
」
と
２
元
的
な
る
問
題
を
人
々

に
み
せ
る
。

特
に
、「
実
」
と
「
虚
」
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

虚
像
を
巧
み
に
操
作
し
た
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
名
作

「
ラ
ス
・
メ
ニ
ー
ナ
ス
（
侍
女
た
ち
）」（
図
１
）

が
あ
る
。
こ
の
絵
画
は
画
家
が
画
中
に
お
り
、
モ

デ
ル
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
Ⅳ
世
、
王

妃
マ
リ
ア
ー
ナ
の
視
点
に
て
描
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
の
は
画
面
奥
に
あ
る

「
鏡
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー

コ
ー
は
「
言
葉
と
物
│
人
文
科
学
の
考
古
学
│
」

で
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

「
絵
が
表
徴
し
て
い
る
あ
ら
い
る
表
徴
の
う
ち
、

こ
れ
だ
け
が
目
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
だ
れ
も
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
な
い
。
画
布
の
か

た
わ
ら
に
立
ち
、
モ
デ
ル
に
注
意
を
こ
ら
し
て
い

る
画
家
は
、
彼
の
背
後
で
し
ず
か
に
光
っ
て
い
る

こ
の
鏡
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

「
絵
の
奥
行
き
を
よ
こ
ぎ
る
、
い
く
つ
も
の
線

は
不
完
全
な
ま
ま
と
ど
ま
る
。
そ
れ
ら
の
す
べ
て

に
、
行
路
の
一
部
が
欠
け
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の

よ
う
な
欠
落
は
王
の
不
在
│
そ
の
不
在
こ
そ
画
家

の
設
計
で
あ
る
の
だ
が
│
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。」

つ
ま
り
画
布
に
描
か
れ
た
絵
画
は
背
景
の「
鏡
」

の
内
に
虚
像
と
し
て
存
在
す
る
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
を

建
築
家
（
村
野
）
と
し
て
、
こ
の
絵
画
自
体
を
商

業
建
築（
ド
ウ
ト
ン
）、大
衆
を
視
線
と
考
え
る
と
、

「『
ド
ウ
ト
ン
』
は
全
壁
面
に
貼
り
方
の
形
を

変
え
て
使
っ
て
見
た
が
、
こ
れ
だ
け
大
き
な
壁

面
だ
け
に
こ
れ
だ
け
高
い
調
子
の
グ
リ
ー
ン
で

も
ま
だ
ピ
ン
と
来
な
い
の
で
、
赤
煉
瓦
の
割
っ

た
の
を
肌
の
ま
ま
丸
形
に
貼
っ
た
り
、
又
転
々

と
全
壁
面
に
散
ら
ば
っ
て
貼
り
付
け
て
み
た
。」

　
　
（
丸
栄
と
ド
ウ
ト
ン
の
『
壁
面
構
成
』

　
　

 

／「
国
際
建
築
」
１
９
５
６
.
1
1
号
）

村
野
は
時
間
が
許
せ
ば
、
呉
服
売
り
場
に
て

着
物
柄
を
観
て
い
た
と
仄
聞
す
る
。

日
本
伝
統
着
物
柄「
矢
羽
根
文
様
」「
水
玉
文
」

「
七
宝
紋
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。
こ
の
手
法
は
、
丸
栄
百
貨
店
本
館
（
１
９

５
３
）、
東
京
丸
物
（
現
・
池
袋
パ
ル
コ
／
１
９

５
７
）
に
展
開
す
る
。
特
製
タ
イ
ル
模
様
貼
、

一
部
泰
山
タ
イ
ル
、
焼
過
レ
ン
ガ
、
人
造
石
塗

叩
き
で
あ
る
。
今
日
、
嘗
て
の
全
容
が
望
め
な

い
の
は
残
念
で
あ
る
。

北
側
フ
ァ
サ
ー
ド
は
長
方
形
の
細
い
グ
リ
ッ

ド
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
施
さ
れ
て
い
る
。

川
に
開
い
た
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
今
は
整
然
と
同

じ
ス
ケ
ー
ル
で
並
ぶ
各
階
サ
イ
ン
が
商
業
建
築

の
証
と
な
る
。
川
面
に
は
ネ
オ
ン
の
様
々
な
色

彩
は
映
る
が
、
そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
確
認
で
き

な
い
。

オ
ー
ナ
ー
に
近
い
企
業
が
経
営
し
た
１
階
の

イ
ン
テ
リ
ア
は
、
２
層
吹
き
抜
け
と
な
り
優
雅

な
る
螺
旋
階
段
を
配
置
、
北
の
川
面
と
相
ま
っ

て
船
舶
の
室
内
を
彷
彿
さ
せ
る
。
こ
れ
は
渡
邊

建
築
事
務
所
時
代
よ
り
続
く
大
阪
商
船
の
イ
ン

テ
リ
ア
の
習
作
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
る
。

特
に
戦
前
の
大
阪
商
船
の
「
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
」

（
１
９
３
９
）
の
室
内
は
秀
逸
で
あ
る
。
ま
た
、

リ
ボ
ン
の
背
も
た
れ
の
あ
る
椅
子
群
は
華
や
か

さ
と
軽
み
を
与
え
て
い
る
。

南
面
上
部
バ
ル
コ
ニ
ー
、
南
東
階
段
や
、
屋

上
の
手
摺
に
は
、
竣
工
当
時
の
姿
を
か
い
ま
視

る
こ
と
が
で
き
る
が
１
フ
ロ
ア
１
店
舗
の
姿
を

意
味
す
る
こ
と
に
肉
薄
す
る
の
で
は
と
思
う
。

村
野
の
「
商
業
建
築
」
に
対
す
る
こ
の
思
い
を

語
る
資
料
が
あ
る
。

「
自
分
の
建
築
家
と
し
て
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も

っ
て
、
相
手
の
信
頼
を
裏
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
要
求
を
い
か
に
満
た
す
か
│
。
私
は
ま
ず
一

個
の
人
間
と
し
て
受
け
止
め
、
そ
れ
か
ら
建
築
家

と
し
て
歩
む
。

こ
の
場
合
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
は
、
建
築

家
と
し
て
矛
盾
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

場
合
に
よ
れ
ば
、
自
分
を
信
頼
し
て
く
れ
る
人
の

た
め
に
建
築
的
生
命
を
な
げ
う
っ
て
も
よ
い
と
い

う
く
ら
い
な
、
ぎ
り
ぎ
り
の
線
ま
で
表
現
を
考
え

る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、こ
う
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
建
築
物
も
、

で
き
あ
が
っ
て
か
ら
、
必
ず
し
も
建
築
家
の
意
図

し
た
と
お
り
の
使
わ
れ
方
を
し
て
い
な
い
場
合
が

多
い
の
は
、
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
実
に
遺
憾
で
あ

る
。私

は
商
業
的
な
指
向
に
つ
い
て
、
建
築
を
あ
ま

り
に
も
決
剔
し
す
ぎ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
建
築

は
あ
く
ま
で
建
築
で
あ
る
。」

（
世
界
建
築
全
集・13・現
代
Ⅳ
、
村
野
藤
吾
談
）

そ
ご
う
百
貨
店
」（
１
９
３
３
〜
１
９
６
９
）、

「
心
斎
橋
プ
ラ
ン
タ
ン
」（
１
９
５
６
）、「
戎
橋
プ

ラ
ン
タ
ン
」（
１
９
６
５
）
は
姿
を
消
し
、「
ド
ウ

ト
ン
」
は
そ
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
ゆ
え
半
世

紀
以
上
た
っ
た
い
ま
も
顕
示
す
る
。

「
大
量
生
産
」「
大
量
消
費
」「
大
量
破
棄
」
さ

れ
る
時
代
を
表
徴
す
る
、
衣
類
、
飲
食
関
係
の
建

築
が
建
ち
並
ぶ
こ
の
エ
リ
ア
は
「
虚
」
を
「
ゲ
ー

ム
」
の
よ
う
に
無
限
連
鎖
す
る
の
か
。

そ
れ
と
も
「
建
築
は
あ
く
ま
で
建
築
で
あ
る
。」

の
か
。

「ラス・メニーナス」
ベラスケス作 ＜図１＞

安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
講師・委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　　　　京都造形芸術大学非常勤講師
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

あだち・ひでとし

今回の論考は、村野藤吾建築設計図展カタログ11.（2012）『赫奕たる「都市建築」へ（その3）』（30.31頁）、
村野藤吾建築案内（2009）121頁をもとに大幅に加筆修正しました。建築名は当時のものを使用、年号は西暦で表示した。
「道頓堀土地建物株式会社」の関係者の御協力を得た。お礼申し上げます。　　　
●参考文献／「近代建築画譜」（1936.近代建築画譜刊行会）「言葉と物」
　　　　　　（ミッシェル・フーコー著.渡辺一民、佐々木明訳　1974、新潮社）
　　　　　　「国際建築」1956.11（美術出版社）　　「建築と社会」1955.09（日本建築協会）
　　　　　　「世界建築全集13」（平凡社）
　　　　　　「村野藤吾‒イメージと建築」（1991.新建築社）
●写真撮影／沼田俊之
※お詫び／前回「南大阪教会」記事で「キャバレー・アカダマ」（1932）と記載いたしました。
　　　　　1933年と訂正いたしお詫びいたします

（一社）京都府建築士会
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4

安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、早
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品
を
数
回

に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に

向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

都ホテル
1936 ～ 1985

（現：ウェスティン都ホテル京都）

「客室・月の7」より佳水園の屋根を視る

北西よりの全景
（軒庇の折れ線とバルコーニーの関係がわかる）

（一社）京都府建築士会
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東立面を視る、眼下に見えるのは岡崎周辺

佳水園の玄関ロビー（天井の変化に特徴があり）佳水園の門、両側の柱のずれに注目すること

佳水園の庭園よりの立面

アプローチより玄関ホールを介して
中庭をみる

中庭を介して庭園を望む 西館のコロネ―ド、照明のリズムに注目 西館の螺旋階段、手摺が美しい

（一社）京都府建築士会
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「
都
ホ
テ
ル
」の
歴
史
と

村
野
藤
吾

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
油
商
、
西
村
仁
兵
衛

ら
が
華
頂
山
麓
に
つ
く
っ
た
保
養
遊
園
地
「
吉
水

園
」が
始
ま
り
で
あ
り
、
明
治
33
年（
１
９
０
０
）

園
内
に
「
都
ホ
テ
ル
」
を
開
業
し
て
い
る
。

約
半
世
紀
（
１
９
３
６
〜
１
９
８
５
）
に
わ
た

り
村
野
藤
吾
（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）
は
都
ホ

テ
ル
に
携
わ
っ
た
。「
都
ホ
テ
ル
」
設
計
に
係
わ

っ
た
の
は
１
９
３
４
年
頃
で
、
建
築
家
・
片
岡
安

（
１
８
７
６
〜
１
９
４
６
）
の
推
挙
で
あ
っ
た
。

（
大
阪
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
１
９
３
３
年
を
視
て
の
こ

と
で
あ
る
と
仄
聞
す
る
。）
本
館
は
片
岡
建
築
事

務
所
で「
近
代
建
築
画
譜
」に
そ
の
記
録
は
残
る
。

そ
の
後
を
年
表
に
概
し
て
纏
め
る
と
、

１
９
３
６
年
／ 

５
号
館（
後
の
８
号
館
）増
築

１
９
３
９
年
／ 

宴
会
場（
現
・
稔
り
の
間
）

１
９
５
９
年
／  

新
館
10
号
館
及
び
、

 

和
風
別
館「
佳
水
園
」

１
９
６
９
年
／ 

新
宴
会
場
、南
館
・
11
号
館
増
築

１
９
８
５
年
／ 

新
館（
現
・
西
館
）

２
０
０
２
年
／ 「
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
」

　
　
　
　
　
　

 

に
改
名

「
都
ホ
テ
ル
」全
体
につい
て

片
岡
建
築
事
務
所
よ
り
始
ま
る
「
都
ホ
テ
ル
」

の
建
築
は
村
野
藤
吾
に
引
き
継
が
れ
、
今
日
は
そ

の
手
を
離
れ
て
い
る
。
山
並
み
（
華
頂
山
）
に
這

う
様
に
増
築
、
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
、
景
観
へ
の

配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

設
計
を
は
じ
め
た
村
野
は
当
時
の
こ
と
を
次
の

よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

優
れ
た
地
的
環
境
に
建
つ
都
ホ
テ
ル
は
、
そ
れ

だ
け
で
す
で
に
他
の
追
従
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
る

が
、
実
際
こ
ん
ど
の
増
築
を
終
え
て
、
つ
く
づ
く

変
化
に
富
ん
だ
地
形
と
景
観
の
美
し
さ
に
今
さ
ら

な
が
ら
驚
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
設

計
や
実
際
の
工
事
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ

た
。
ま
ず
外
観
の
点
で
は
、
す
で
に
40
年
の
へ
だ

た
り
が
あ
る
旧
館
と
の
調
和
を
ど
う
取
り
扱
う
の

か
、
ま
た
増
築
部
分
は
旧
館
の
約
３
倍
に
な
ん
な

ん
と
す
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
接
続
し
て
不
都
合
な
き
を
得
る
や
。
し

か
も
構
造
的
に
は
旧
館
と
わ
ず
か
に
２
〜
３
尺
を

へ
だ
て
て
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
形
は

あ
た
か
も
崖
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
幸
い
に

地
盤
が
非
常
に
強
固
で
あ
っ
た
の
で
こ
と
な
き
を

得
た
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
に
設
計
や
施
工
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
非
常
に
注
意
を
は
ら
い
、
万
全
を

期
し
た
。
し
か
も
営
業
中
の
工
事
で
あ
る
た
め
騒

音
は
一
切
許
さ
れ
な
い
し
、
の
み
な
ら
ず
工
期
は

必
ず
し
も
充
分
と
は
い
え
ず
、
工
事
関
係
者
の
苦

心
、
焦
慮
は
想
像
以
上
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
あ

っ
た
。

 

（
村
野
藤
吾
・
都
ホ
テ
ル
１
０
０
年
史

 

P
１
３
１
・
１
３
２
）

配置図（「都ホテル・四季」より）

─「近代建築画譜」より─

昭和11年頃の模型

（一社）京都府建築士会
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屋
根
の
勾
配
が
ゆ
る
く
か
つ
薄
く
軒
の
出
も
深

く
１
ｍ
２
０
０
程
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
棰
の

断
面
も
細
く
設
計
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
何
分
高

所
で
あ
り
、
台
風
時
に
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
軒

が
吹
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
の
で
、
先
生
に
棰
の
断

面
を
大
き
く
し
て
下
さ
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
が

聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
断
面
が
小
さ
く
と
も
丈
夫
な

も
の
を
考
え
な
さ
い
と
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
。

考
え
た
末
、
棰
に
背
割
を
し
て
鉄
板
（
６
ミ
リ
×

50
ミ
リ
）
を
仕
込
む
こ
と
で
解
決
し
、
先
生
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
箕
甲
部
分
も
勿
論
鉄
骨
を
併
用
し
、
先

生
の
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
姿
を
実
現
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
竣
工
し
て
始
め
て
屋
根
の
姿

を
眺
め
ま
し
て
、
な
る
ほ
ど
と
感
じ
入
っ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

（
追
悼
文
集
・
村
野
先
生
と
私
／
先
生
と
突
貫
の

 
記
録（
新
大
ビ
ル
、都
ホ
テ
ル
、佳
水
園
）

 

苅
郷
実（
元
大
林
組
）１
９
８
６
年
私
家
本

 

村
野
森
建
築
事
務
所
発
行
）

桂
離
宮
の
「
御
幸
門
」
を
模
し
た
入
口
檜
皮
葺

の
門
は
、
右
側
門
柱
が
少
し
前
に
出
て
客
を
招
き

い
れ
る
よ
う
で
心
地
よ
い
。

玄
関
ア
プ
ロ
ー
チ
の
庇
に
ポ
ッ
カ
リ
あ
い
た
孔

は
嘗
て
樹
木
の
幹
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
建
設

の
前
の
風
景
に
つ
い
て
も
村
野
は
配
慮
を
忘
れ
て

い
な
か
っ
た
。

全
体
は
桂
を
意
識
し
な
が
ら
、
高
床
で
は
な
く

大
地
に
根
だ
す
よ
う
に
存
在
す
る
。

「
月
の
７
」
の
客
室
は
佳
水
園
全
体
が
見
下
ろ

せ
ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
特
に
有
名
で
あ
る
。

こ
の
手
法
は
村
野
の
遺
作
と
な
る
「
三
養
荘
新

館
」（
１
９
８
８
）
に
結
実
す
る
。

庭
につい
て

宴
会
場
「
葵
殿
」
の
南
に
広
が
る
回
遊
式
庭
園

は
７
代
目
小
川
治
兵
衛
（
通
称
、
植
治
・
１
８
６

外
観
立
面
を
観
て
み
よ
う
。
ス
タ
ッ
コ
仕
上
げ

に
、
殆
ん
ど
同
面
の
開
口
部
そ
の
四
周
に
は
プ
レ

ー
ン
な
施
し
が
為
さ
れ
て
微
妙
な
変
化
を
み
せ

る
。
生
命
体
が
増
殖
す
る
よ
う
に
「
東
山
」
に
貼

り
付
く
建
築
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。

西
面
は
折
り
な
す
屋
根
の
稜
線
、
バ
ル
コ
ニ
ー

に
よ
る
深
い
影
が
美
し
さ
を
醸
し
出
す
。

西
館
は
コ
ロ
ネ
ー
ド
、
螺
旋
状
の
階
段
等
、
村

野
「
建
築
言
語
」
の
集
大
成
が
読
み
取
れ
る
。

美
術
評
論
家
・
板
垣
鷲
穂
（
１
８
９
４
〜
１
９

６
６
）
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

壁
の
話
が
で
た
ら
、
私
は
い
つ
で
も
都
ホ
テ
ル

を
ひ
き
あ
い
に
だ
す
の
で
す
。
昼
間
は
、
壁
の
色

と
外
の
緑
と
の
調
和
が
じ
つ
に
い
い
。
夜
は
、
宴

会
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
な
ど
、
部
屋
に
入
る
と

シ
ー
ン
と
気
が
し
ず
ま
る
。

 

（
国
際
建
築
１
９
５
５
・
０
４
号
）

70
余
年
の
時
の
推
移
は
こ
の
よ
う
な
「
時
の
移

ろ
い
」
を
、
来
訪
者
が
も
て
る
か
今
後
の
課
題
も

み
え
て
く
る
。

和
風
別
館「
佳
水
園
」

「
佳
水
園
」（
１
９
５
９
年
）
は
数
寄
屋
建
築
に

和
風
モ
ダ
ン
ニ
ズ
ム
を
意
図
し
て
い
る
。

20
室
（
月
9
室
、
雪
７
室
、
花
４
室
）
の
コ
の

字
の
配
置
は
緩
や
か
に
上
昇
し
て
個
室
へ
ア
プ
ロ

ー
チ
を
誘
う
。
玄
関
ア
プ
ロ
ー
チ
、
廊
下
は
、
下

足
の
ま
ま
の
洋
式
で
あ
り
、
客
室
の
玄
関
に
て
履

物
か
ら
上
足
に
変
わ
る
。
旅
館
建
築
が
廊
下
よ
り

上
足
が
通
例
で
あ
る
に
対
し
ホ
テ
ル
の
様
式
で
あ

る
。木

造
建
築
で
は
あ
る
が
随
所
に
、
鉄
骨
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
て
、
そ
の
時
代
を
反
映
い
て

い
る
。
軒
棰
の
間
隔
は
広
く
軒
先
の
エ
ッ
ジ
は
薄

い
。
そ
の
事
情
を
施
工
者
が
語
る
。

０
〜
１
９
３
３
）
が
作
庭
し
た
。
ま
た
１
９
２
５

年
、
小
川
治
兵
衛
の
長
男
小
川
白
楊
（
１
８
８
２

〜
１
９
２
６
）
の
作
で
あ
る
庭
園
を
元
に
佳
水
園

庭
園
は
創
ら
れ
て
い
る
。

醍
醐
寺
三
宝
院
の
庭
を
模
し
た
「
瓢
箪
と
杯
」

は
季
節
や
時
刻
を
知
ら
せ
、
変
化
す
る
。
南
に
山

道
を
ゆ
け
ば
御
百
稲
荷
社
を
経
て
野
鳥
の
森
「
深

鳥
路
」
へ
と
つ
な
が
り
眼
下
に
京
の
町
が
俯
瞰
で

き
る
。

「
様ス

タ

式イ
ル

」につい
て

村
野
は
渡
邊
節
の
事
務
所
在
籍
中
「
様
式
の
上

に
あ
れ
」
を
発
表
し
、
―
様
式
を
自
由
に
操
り
尚

そ
れ
よ
り
自
由
に
構
築
す
る
―
と
語
る
。
自
ら
の

創
作
の
基
は
西
洋
様
式
に
あ
る
と
も
い
う
。

日
本
建
築
は
独
立
前
後
の
数
寄
人
―
泉
岡
宗

助
、
中
山
悦
治
、
中
山
半
、
中
橋
武
一
―
か
ら
学

ぶ
。
和
風
建
築
も
基
本
的
約
束
事
か
ら
自
由
に
発

想
す
る
の
を
「
数
寄
屋
」
と
呼
ぶ
な
ら
、
和
式
と

洋
式
と
一
体
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「
都

ホ
テ
ル
」
の
意
匠
の
連
続
性
は
こ
の
あ
た
り
で
あ

ろ
う
。

西
澤
文
隆
は
堀
口
捨
己
に
つ
い
て
の
記
事
の
な

か
で
村
野
藤
吾
の
数
寄
屋
建
築
を
論
じ
る
。

村
野
先
生
の
中
で
も
都
ホ
テ
ル
の
佳
水
園
と
ニ

ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ
の
山
茶
花
荘
と
を
較
べ
る
と
前

者
の
方
が
多
少
学
究
的
で
堅
く
、
後
者
の
方
は
天

翔
け
る
か
の
如
く
自
由
奔
放
。

 

（
堀
口
捨
己
・
S
D
１
９
８
２
・
０
１
号

 

P
１
６
２　
鹿
島
出
版
会
）

哲
学
者
大
橋
良
介
は
「
様
式
と
は
、
時
の
凝
固

で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
。

建
築
の
様
式
は
村
野
の
手
に
よ
り「
時
の
凝
固
」

と
し
て
風
景
に
溶
け
合
う
。　

安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
講師・委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
　　　　　　京都造形芸術大学非常勤講師
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

あだち・ひでとし

●参考文献／ 「都ホテル100年史」（株式会社 都ホテル発行・昭和64年）　　　「ひろば・2005.06号」・ウェスティン都ホテル京都、佳水園（福田晴虔）
 「村野藤吾建築設計図展カタログ8」（京都工芸繊維大学・美術工芸資料館・村野藤吾の設計研究会・2006年）
 「追悼文集・村野先生と私」先生と突貫の記録（新大ビル、都ホテル、佳水園）苅郷実　1986年　私家本（村野森建築事務所発行）
 「都ホテル・四季」（写真：水野克比古　都ホテル発行　平成6年）　　　　「堀口捨己・SD1982.01号」P162（鹿島出版会）
 「時はいつ美となるか」（大橋良介著　中公新書　1984）　　　「様式の上にあれ」村野藤吾「建築と社会」1919年5 ～8月号（日本建築協会）
●写真撮影／沼田俊之
「ウェスティン都ホテル京都」関係者の御協力を受けた、お礼を申し上げます。

（一社）京都府建築士会
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安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、早
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品
を
数
回

に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に

向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

京都宝ヶ池プリンスホテル
1986

（現：グランドプリンスホテル京都）

客室廊下より草木のある中庭を望む　

ホテル外観
連続アーチの手前は排気塔

（一社）京都府建築士会
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地階宴会場ロビーの吹き抜け、階段には籐のある手摺

地下宴会場クローク、入口廻り「宝ヶ池スイートルーム」居間、キャビネットの下方に「梅紋」がみえる

エントランスロビー、左手にカーブを描くガラス越しの中庭

客室より低層部を俯瞰する 排気塔、基壇の黒御影、外壁の砂岩の対比 豆型平面の階段塔のディテール

（一社）京都府建築士会
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は
じ
め
に

「
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都
」
は
村
野

藤
吾
最
晩
年
の
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

京
都「
宝
が
池
公
園
」の
地「
国
立
京
都
国
際
会
館
」

（
１
９
６
６
竣
工
）の
隣
に
建
つ
。

宝
ヶ
池
は
江
戸
時
代
宝
暦
年
間（
１
７
６
０
頃
）

に
農
業
用
た
め
池
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。公

園
法
の
も
と
、
こ
の
計
画
・
建
設
は
進
め
ら

れ
１
９
８
６
年
「
京
都
宝
ヶ
池
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
」と
し
て
開
業
、そ
の
後
２
０
０
７
年
４
月「
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都
」
の
名
で
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
現
在
に
至
る
。

計
画
につい
て

こ
の
計
画
は
村
野
藤
吾
の
一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
か

ら
始
ま
る
。

当
初
、
監
修
と
し
て
こ
の
計
画
に
参
加
し
て
い

た
村
野
は
「
会
議
の
最
終
段
階
で
、
一
葉
の
ス
ケ

ッ
チ
を
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
お
も
む
ろ
に
出
し
た
。」

と
、嫡
男
、故
村
野
漾
（
１
９
３
６
〜
２
０
０
５
）

氏
は
語
っ
た
。

竹
中
工
務
店
の
設
計
・
施
工
で
は
じ
ま
っ
た
こ

の
計
画
は
、
堤
義
明
（
１
９
３
４
〜
）
に
幾
つ
か

の
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
気
に
い
ら
ず
村
野
に
案

を
も
と
め
た
の
で
あ
る
。

１
９
８
６
年
日
本
開
催
予
定
の
「
第
12
回
サ
ミ

ッ
ト
」
を
京
都
に
誘
致
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
、

工
期
の
短
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
「
第

12
回
サ
ミ
ッ
ト
」
は
東
京
迎
賓
館
で
行
わ
れ
た
。

建
築
につい
て

敷
地
の
形
状
に
沿
う
様
に
、楕
円
形
の
客
室
棟
、

伸
び
や
か
な
低
層
棟
（
玄
関
ホ
ー
ル
、
宴
会
棟
）

が
相
交
じ
り
一
体
と
な
る
。

建
築
沿
い
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
心
地
よ
い
距
離
で

あ
る
。基
壇
部
の
砂
岩
が
塗
り
込
め
ら
れ
た
壁
面
、

美
し
い
楕
円
形
の
外
観
を
眺
め
な
が
ら
、
左
手
に

は
緑
の
並
木
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
あ
る
。
連
続
す
る

ア
ー
チ
を
越
え
る
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
導

か
れ
、
大
い
な
る
吹
き
抜
け
を
介
し
、
地
下
階
に

は
宴
会
場
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
チ
の
先
に

は
特
有
の
フ
ォ
ル
ム
を
も
つ
排
気
塔
が
締
め
る
。

楕
円
形
の
客
室
か
ら
は
、
四
方
に
比
叡
山
・
東
山

等
の
美
し
い
風
景
が
愛
で
、
竹
林
を
は
じ
め
草
木

あ
る
内
庭
は
、
廊
下
を
介
し
て
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
長
辺
、
短
辺
に
は
、
豆
型
平
面
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
・
階
段
が
変
化
を
与
え
る
。「
箱
根
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
（
現
・
ザ
・
プ
リ
ン
ス
箱
根
芦
ノ
湖
）

１
９
７
８
」
の
構
成
に
類
す
る
。

「
宝
ヶ
池
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
」
に
は
村
野
意
匠

の
家
具
・
調
度
が
配
さ
れ
、「
梅
紋
」（
玉
林
院
、

霞
床
席
の
写
し
）
の
優
美
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
落

ち
着
き
を
醸
し
出
す
。
椅
子
は
座
す
る
状
態
に
ち

か
く
す
る
た
め
低
く
施
さ
れ
て
い
る
。

建
築
を
生
み
出
す

一
つ
の
建
築
を
設
計
す
る
者
に
と
っ
て
二
つ
の

感
動
的
な
時
が
訪
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
そ
の
敷
地
に
立
ち
今
後
建
ち
上
が

る
で
あ
ろ
う
建
築
を
夢
想
す
る
時
で
あ
る
。

地階平面図　＜「グランドプリンスホテル京都」提供＞（一社）京都府建築士会
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を
建
築
し
て
い
る
。
当
時
の
建
築
界
は
、
こ
の
二

つ
の
建
築
の
差
異
に
つ
い
て
議
論
に
な
っ
た
。
都

庁
舎
は
内
部
の
機
能
が
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
表

徴
に
顕
わ
れ
て
い
る
が
、
か
た
や
、
村
野
の
建
築

は
内
部
の
機
能
と
外
部
の
表
現
が
異
な
る
。

丹
下
健
三
の
弟
子
、
大
谷
幸
夫
（
１
９
２
４
〜

２
０
１
３
）の
国
立
京
都
国
際
会
館（
１
９
６
６
）

に
隣
接
す
る
公
園
に
18
年
後
計
画
し
た
村
野
は
、

台
形
・
逆
台
形
の
断
面
で
構
成
さ
れ
直
線
的
な
形

態
に
対
し
、
流
れ
る
よ
う
な
曲
線
で
公
園
の
風
景

に
溶
け
込
む
こ
と
を
意
図
し
た
。

様
式
を
多
用
し
て
「
場
所
性
」
と
「
時
間
性
」

と
い
う
豊
か
な
る
詩
情
を
、
京
都
・
宝
ヶ
池
の
地

に
残
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
完
成
し
た
建
築
を
、
施
主
の

み
な
ら
ず
社
会
に
、
引
き
渡
す
時
で
あ
る
。

村
野
藤
吾
の
孫
に
あ
た
る
村
野
永
氏
は
、
敷
地

を
家
族
の
み
で
訪
問
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記

述
し
て
い
る
。

１
９
８
４
年
の
２
月
頃
、
後
に
京
都
宝
ヶ
池
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る
予
定
地
を
村
野
藤

吾
と
村
野
漾
の
二
人
が
仕
事
上
で
関
係
の
あ
る
人

を
一
切
連
れ
ず
に
訪
れ
た
時
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で

あ
る
。（
中
略
）雪
化
粧
し
た
冬
の
京
都・宝
ヶ
池
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
建
つ
だ
ろ
う
新
し
い
ホ
テ
ル
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
の
方
が
魅
力
的
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。

「
―
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
向
こ
う
側
―
村
野
永
」

　
（
村
野
藤
吾
建
築
設
計
図
展
カ
タ
ロ
グ
・
７

 

２
０
０
５
年
発
行
）

引
き
渡
し
の
直
前
に
は
、
周
辺
を
綺
麗
に
掃
除

す
る
村
野
の
姿
が
関
係
者
の
目
に
触
れ
て
い
る
。

だ
が
１
９
８
４
年
死
去
し
た
村
野
藤
吾
は
、
完
成

さ
れ
た
建
築
を
清
掃
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ

た
。対

と
し
て
の
建
築

村
野
建
築
の
特
徴
の
一
つ
に「
対
と
な
る
建
築
」

の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

既
に
存
在
し
隣
接
す
る
建
築
に
対
し
て
そ
の
外

観
を
ど
の
よ
う
に
意
匠
す
る
の
か
。

嘗
て
丹
下
健
三
（
１
９
１
３
〜
２
０
０
５
）
の

「
旧・東
京
都
庁
舎
」（
１
９
５
７
）
の
隣
に
、「
読

売
文
化
会
館
・
そ
ご
う
東
京
店
」（
１
９
５
７
）

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

●参考文献／ 「村野藤吾建築案内」（TOTO出版・2009）　
 村野藤吾建築設計図展カタログ・7/2005　　
 村野藤吾建築設計図展カタログ・9/2007
●写真撮影／沼田俊之
謝辞：「グランドプリンスホテル京都」の関係者の御協力を得た。お礼を申し上げます。

航空写真（ホテルと国際会館と池の関係がわかる）
＜「グランドプリンスホテル京都」提供＞

客室階平面図
＜「グランドプリンスホテル京都」提供＞

（一社）京都府建築士会
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安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、早
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、
赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品
を
数
回

に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に

向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

輸出繊維会館
1960

中地階より南玄関廻りの階段をみる
華麗なガラスモザイクタイルと優雅な曲線をもつ階段

外観
南西角より臨む　塔屋にマストがみえる

（一社）京都府建築士会



大ホールの内観：正面に待合ロビーに繋がる扉

西側階段：中地階より1階を見あげる

西側玄関：キャノピー（庇）のある風除室と外観

前室のインテリア：正面に、堂本印象作の綴錦

中地階の待合ロビー：波打つ壁面と村野意匠の家具、衝立

会議室内観：下がり天井が、地盤面

屋上の日除けの鉄骨フレーム

2階・ＥＶホールより南玄関をのぞむ

（一社）京都府建築士会
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建
築
の
諸
元

輸
出
繊
維
会
館
は
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
繊

維
貿
易
商
社
の
各
組
合
事
務
機
能
を
集
約
す
る
共

同
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
敷
地
は
大
阪
の
繊

維
問
屋
街
の
一
画
、
心
斎
橋
筋
、
備
後
町
通
に
面

す
る
南
西
角
地
で
あ
る
。
こ
の
場
所
に
は
１
９
３

９
年
（
昭
和
14
）
に
設
定
さ
れ
た
「
船
場
建
築
線
」

と
い
う
制
度
が
あ
っ
た
。
設
計
は
村
野
・
森
建
築

事
務
所
、
大
阪
建
築
事
務
所
の
共
同
設
計
、
施
工

は
戸
田
組
（
現
・
戸
田
建
設
）
で
あ
る
。

用
途
と
し
て
、
大
ホ
ー
ル
、
会
議
室
及
び
前
室

等
の
附
室
で
構
成
さ
れ
た
部
分
と
貸
事
務
室
並
び

に
付
属
す
る
諸
室
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

構
造
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
柱
、

梁
の
断
面
を
小
さ
く
す
る
た
め
高
張
力
鋼
を
採
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
四
階
以
上
の
部
分
は
軽
量
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
る
。
当
時
、
高
張
力

鋼
を
ビ
ル
建
築
に
採
用
し
た
我
が
国
初
め
て
の
も

の
で
あ
る
。

設
備
に
つ
い
て
貸
室
と
会
館
に
用
途
が
分
か
れ

て
い
る
た
め
、
空
気
調
和
設
備
は
専
用
冷
凍
機
に

変
速
モ
ー
タ
ー
を
使
用
（
会
館
部
）、
高
速
ダ
ク

ト
及
び
ウ
ェ
ザ
ー
マ
ス
タ
ー
方
式
（
貸
室
部
）
を

併
用
し
て
い
る
。

建
築
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
っ
と
も
重
要
な
大
ホ
ー
ル
、
前
室
、
会
議
室

等
は
１
階
を
吹
抜
い
て
中
地
階
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
、
専
用

の
西
玄
関
よ
り
容
易
に
出
入
り
で
き
る
た
め
で
あ

り
、
ま
た
前
面
通
路
幅
に
よ
る
高
さ
の
制
限
内
を

８
階
建
に
し
、必
要
な
事
務
室
を
収
容
す
る
た
め
、

１
階
に
天
井
高
の
高
い
室
を
と
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
屋
は
す
べ

て
１
階
の
外
壁
に
窓
を
設
け
ず
、
道
路
よ
り
の
見

透
と
騒
音
を
防
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（「
建
築
と
社
会
」
１
９
６
１
・
０
４

設
計
者
の
こ
と
ば
よ
り
）

前
記
説
明
で
解
か
る
よ
う
に
、
こ
の
建
築
の
特

長
は
、
西
玄
関
か
ら
階
段
を
降
り
、
中
地
階
待
合

ロ
ビ
ー
、
前
室
に
到
る
空
間
に
あ
る
。
B
・
M
・

フ
ー
ラ
ー
の
ド
ー
ム
を
想
わ
せ
る
ア
ル
ミ
折
板
の

庇
（
キ
ャ
ノ
ピ
ー
）
は
、
繊
細
で
折
り
紙
が
漂
う

よ
う
で
あ
る
。
玄
関
直
ぐ
に
、
繭
玉
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
優
美
な
手
摺
の
あ
る
階
段
。
壁
面
は
枋ほ

う
の

練
付
け
合
板
仕
上
げ
で
、
柱
型
を
包
み
込
み
柔
ら

か
い
曲
線
を
描
く
。
低
い
天
井
は
一
部
を
円
型
に

上
げ
、
同
じ
く
円
形
の
照
明
器
具
を
一
体
化
し
た

意
匠
で
あ
る
。「
船
舶
」
の
内
装
を
彷
彿
さ
せ
る
。

南
側
玄
関
は
貸
室
専
用
で
あ
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
を
入
る
と
、
優
雅
に
曲
線
を
描
く
階
段
、
両
側

の
壁
面
は
、「
深
海
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
輝
く
ガ

ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
が
迎
え
る
。
こ
れ
は
村
野

の
同
時
代
の
画
家
、
堂
本
印
象
（
１
８
９
１
〜
１

９
７
５
）
の
原
案
を
も
と
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。

床
は
テ
ラ
ゾ
ー
仕
上
げ
（
真
鍮
目
地
）、
今
日
で

は
見
か
け
な
い
施
工
で
あ
る
。

隣
地
に
接
す
る
北
・
東
側
に
は
、
階
段
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
便
所
、
給
湯
室
の
コ
ア
を
配
し
て
い

る
。南

・
西
側
の
外
壁
は
イ
タ
リ
ア
産
ト
ラ
バ
ー
チ

ン
で
、
船
舶
の
窓
を
想
わ
せ
る
、
ア
ー
ル
の
コ
ー

ナ
ー
の
ス
テ
ン
レ
ス
サ
ッ
シ
ュ
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

並
ぶ
。
上
部
嵌
め
殺
し
、
下
部
気
密
性
の
高
い
引

違
い
、
ガ
ラ
ス
は
防
音
、
防
熱
の
た
め
ア
ン
チ
サ

1階

中地階 基準階

＜「建築と社会」1961年3月号より＞
配置図・平面図 西側立面図

＜「建築と社会」1961年3月号より＞（一社）京都府建築士会
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船
舶
と
い
う
暗メ

タ

喩フ
ァ

―
船
場
の
地
を
大
海
に
見
立
て
、
航
行
す
る
船

舶
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
―
そ
の
よ
う
に
、
私
に
は
観

え
る
。

戦
前
の
村
野
作
品
で
あ
る
艤
装
―
あ
る
ぜ
ん
ち

な
丸
（
１
９
３
８
）
ぶ
ら
志
る
丸
（
１
９
３
９
）

の
作
品
―
を
全
体
に
散
り
ば
め
て
い
る
。
塔
屋
上

部
に
輝
く
２
本
の
マ
ス
ト
（
避
雷
針
の
機
能
）、

甲
板
の
手
摺
を
想
わ
せ
る
、
日
除
け
の
鉄
骨
フ
レ

ー
ム
は
道
路
か
ら
見
上
げ
て
も
確
認
で
き
る
の
で

あ
る
。

船
と
い
う
の
は
ご
承
知
の
と
お
り
、
い
き
な
り

部
屋
の
中
へ
と
び
込
む
で
し
ょ
う
。
建
物
だ
と
そ

の
前
に
重
い
も
の
の
中
を
通
っ
て
行
く
の
だ
か

ら
、
部
屋
の
中
へ
ゆ
く
と
部
屋
と
い
う
感
じ
が
す

る
で
し
ょ
う
。
船
は
、
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
く
る

も
の
は
薄
く
て
丈
夫
な
鉄
み
た
い
な
も
の
、
そ
れ

か
ら
ま
わ
り
が
ガ
ラ
ガ
ラ
し
て
い
る
し
、
光
線
が

明
る
い
で
し
ょ
う
。
天
井
が
低
く
て
・
・
・
・
つ

ま
り
広
さ
の
わ
り
に
天
井
が
低
い
。
は
じ
め
は
非

常
に
や
り
に
く
い
ん
だ
。
馴
れ
て
く
る
と
だ
ん
だ

ん
調
子
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
・
・
・
・
。

（「
国
際
建
築
」
１
９
５
５
年
４
月
号

板
垣
鷹
穂
と
の
対
談
よ
り
）

船
舶
と
い
う
暗
喩
が
、
外
部
、
内
部
を
と
お
し

て
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

対
の
建
築

「
対
と
な
る
建
築
」
は
、
30
年
前
に
自
ら
も
参

画
し
た
「
綿
業
会
館
」（
２
０
１
４
・
０
９
参
照
）

で
あ
ろ
う
。

こ
の
30
年
間
は
日
本
社
会
に
と
っ
て
苦
難
の
時

代
で
あ
る
。
戦
前
、
戦
中
の
15
年
間
、
戦
後
復
興

の
15
年
間
で
あ
る
。

２
つ
の
建
築
は
用
途
が
類
似
す
る
。
竣
工
の
２

年
後
に
は
、
１
９
３
１
年
の
本
館
「
会
館
」、
１

９
６
２
年
の
新
館
「
貸
事
務
室
」
を
綿
業
会
館
は

も
つ
の
で
あ
る
。

２
作
品
は
、
僅
か
２
０
０
ｍ
し
か
離
れ
て
い
な

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
を
駆
使
し
、
華
麗
な
る
装

飾
を
鏤
め
た
「
綿
業
会
館
」
に
対
し
て
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
「
様
」
を
魅
せ
な
が
ら
、
日
本
の
繊
維
と

西
洋
の
繊
維
の
美
の
表
徴
を
素
材
と
色
に
求
め
、

貿
易
と
い
う
絶
え
間
な
い
交
流
を
具
現
化
し
た
。

村
野
建
築
の
多
く
が
、
解
体
、
消
去
さ
れ
つ
つ

あ
る
今
日
、解
体
さ
れ
な
い
も
の
の
重
要
な
家
具
、

照
明
器
具
、
調
度
品
が
変
更
さ
れ
て
い
る
の
が
現

実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
建
築
は
、
半
世
紀
以
上

経
っ
た
今
日
も
竣
工
時
の
そ
れ
ら
を
維
持
管
理
し

て
、「
村
野
建
築
の
全
体
像
」
を
わ
れ
わ
れ
の
眼

前
に
魅
せ
る
。

ン
ガ
ラ
ス
（
ブ
ル
ー
ペ
ン
）
と
透
明
ガ
ラ
ス
の
二

重
ガ
ラ
ス
を
採
用
し
て
い
る
。
外
壁
と
は
僅
か
な

目
地
と
ち
り
を
も
ち
、
同
面
な
が
ら
微
か
な
陰
影

を
醸
し
出
し
て
い
る
。

１
〜
６
階
は
同
面
で
あ
り
、
道
路
斜
線
に
よ
り

７
・
８
階
は
南
・
西
面
を
後
退
さ
せ
て
い
る
。
ト

ラ
バ
ー
チ
ン
と
い
う
同
材
で
あ
り
な
が
ら
、
柱
型

と
外
壁
が
僅
か
に
ズ
レ
て
お
り
、
重
要
な
外
壁
コ

ー
ナ
ー
は
、
あ
る
高
さ
ま
で
面
取
り
を
施
し
て
い

る
。
足
元
は
石
材
の
色
彩
を
変
え
、
入
り
幅
木
と

し
て
開
口
部
の
な
い
壁
と
、
植
栽
等
の
一
切
な
い

床
が
、
建
築
を
大
地
（
大
海
）
か
ら
浮
遊
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
。

前
室
に
は
多
く
の
会
員
が
集
ま
り
、
憩
い
、
大

ホ
ー
ル
と
4
つ
の
会
議
室
と
繋
が
る
。壁
面
に
は
、

同
じ
く
堂
本
画
伯
の
原
案
を
、
瀧
村
商
工
製
作
の

絹
製
綴
錦
が
張
り
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
大
海
に
浮

か
ぶ
帆
船
、そ
の
上
部
に
は
虹
が
配
さ
れ
て
い
る
。

大
ホ
ー
ル
は
待
合
ロ
ビ
ー
と
前
室
か
ら
導
入
さ

れ
、
最
大
、
約
３
０
０
人
収
容
で
き
る
。
舞
台
は

設
営
が
可
動
で
あ
り
、
仕
切
り
の
幕
も
壁
面
に
収

納
さ
れ
、
シ
ン
プ
ル
な
様
相
を
み
せ
る
。
会
議
室

は
30
名
及
び
60
名
収
容
で
、
一
部
、
天
井
が
低
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
地
盤
面
の
レ
ベ
ル
を
確
認
で

き
る
。
内
装
は
ウ
オ
ー
ル
ナ
ッ
ト
の
練
付
け
合
板

で
あ
る
。
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
は
村
野
デ
ザ
イ
ン
の

低
い
家
具
、
水
の
し
ず
く
を
想
わ
せ
る
華か

蓋が
い

の
照

明
器
具
や
、
真
鍮
と
透
明
ア
ク
リ
ル
の
建
具
引
手

な
ど
、
60
年
代
を
示
す
意
匠
で
満
ち
て
い
る
。

塔
屋
の
外
壁
は
当
初
、
紫
色
の
濃
淡
の
あ
る
ガ

ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
貼
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

遠
目
に
は
友
禅
の
織
物
の
よ
う
に
み
え
た
。
し
か

し
今
日
、
シ
ル
バ
ー
の
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

●参考文献／ 「輸出繊維会館ご案内」 株式会社輸出繊維会館発行パンフレット　　
 「建築と社会」1961年3月号 日本建築協会　　　「村野藤吾1928－1963」新建築社1983年
 「国際建築」―建築美を探る八章－　板垣鷹穂と村野藤吾の対談　1955年（昭和30）4月号
 「村野藤吾建築設計図展カタログ・6」　　 
 「村野藤吾のファサードデザイン－図面資料に見るその世界－」国書刊行会2013年
 「綿業会館（本館・新館）」安達英俊　「建築と社会」2012年7月号
●写真撮影／沼田俊之
謝辞：「輸出繊維会館」の関係者の御協力を受けました。お礼を申し上げます。

会議室の扉引手

塔屋の上部のマスト・避雷針

（一社）京都府建築士会



カトリック宝塚教会
1965 

安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、早
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、
赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品
を
数
回

に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に

向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

赫か
く 

奕や
く 

た 

る 

村 

野 

藤 

吾 

の 

建 

築  

7

内観
中2階より整然と並ぶ椅子群を介して祭壇を望む
左側内壁は高窓を配し、防音・音響に配慮している

外観
東側の粗い壁面

「鯨」と隠喩した屋根の造形、左手に駅に向かう阪急電車

September 2015   Kyoto Dayori   6（一社）京都府建築士会



中2階の半円形の開口部と1階への階段
単純化された美しい線状の手摺

聖堂入口扉と2階の半円形開口部
右側ニッチにはマリア像が優しく見守る

正面ファサアード
左側が聖堂入口、右側ニッチではマリア像が迎える

ラワンの格子面を背景としたキリスト像とステンドグラス
波打つ天井面に映る色ガラスからの変化する光が、荘厳、優美である

北西より銅板葺屋根の造形を臨む　
尖塔の形態にも感動する

祭壇を介してキリスト像を望む
天井の曲線は奥で昇華する

大地は盛り上がり壁面となる
「はえ」ているように建築が存在する
孔は雨水の落ち口である

南側の尖塔部
エッジの効いた線は

十字架を経由して天へと延びる

香部屋、尖塔の見上げ
白ラワンの天井は上昇し

菱形の開口部から光が降り注ぐ （一社）京都府建築士会



建
築
の
諸
元

カ
ト
リ
ッ
ク
宝
塚
教
会
は
１
９
６
５
年
（
昭
和

40
）、
阪
急
今
津
線
、
線
路
沿
い
に
あ
る
三
角
形

の
敷
地
に
建
設
さ
れ
た
。
教
会
設
立
よ
り
５
年
後

の
竣
工
で
あ
る
。
村
野
に
課
せ
ら
れ
た
予
算
は
厳

し
く
、
施
工
を
請
け
負
っ
た
聖
和
建
設
が
最
大
限

の
協
力
を
施
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、一
部
鉄
骨
造（
屋
根
）、

平
屋
建
、
一
部
２
階
で
あ
る
。
設
計
及
び
監
理
は

１
９
６
２
年
初
春
か
ら
１
９
６
５
年
12
月
の
竣
工

ま
で
４
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。

田
口
司
教
様
よ
り
聖
堂
の
設
計
の
御
依
頼
を
受

け
て
以
来
、
今
日
迄
四
年
に
わ
た
る
長
い
歳
月
が

流
れ
ま
し
た
。

―
「
教
会
創
立
25
年
の
歩
み
」
１
９
８
５
年
・

 

宝
塚
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
―

建
築
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

ご
待
望
の
鯨
の
よ
う
な
皆
様
の
教
会
堂
が
や
っ

と
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
大
洋
を
漂
い
つ
づ
け
て

い
た
白
鯨
が
よ
う
や
く
安
住
の
地
を
み
つ
け
岸
辺

に
打
寄
せ
ら
れ
た
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
末

長
く
皆
様
方
に
い
つ
く
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

―
「
教
会
創
立
25
年
の
歩
み
」
１
９
８
５
年
・

 

宝
塚
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
―

と
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
述
べ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で
幾
つ
か
の
案
を
検
討

し
て
、
そ
の
都
度
に
粘
土
模
型
を
製
作
し
、
そ
の

数
は
５
個
に
及
ぶ
と
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
設
計

過
程
で
多
く
の
ス
ケ
ッ
チ
が
残
っ
て
い
る
。（
図
１
）

敷
地
に
合
わ
せ
三
角
形
の
平
面
、
北
側
よ
り
ア
プ

ロ
ー
チ
、
北
東
の
壁
面
の
ず
れ
た
部
分
よ
り
進
入

す
る
。
線
路
側
の
東
面
は
防
音
に
配
慮
し
た
二
重

壁
で
、
内
側
に
緩
や
か
な
傾
斜
の
あ
る
壁
面
で
水

平
ス
リ
ッ
ト
高
窓
を
配
し
て
い
る
。

南
西
面
は
音
響
、
光
を
配
慮
し
て
壁
面
を
ず
ら

し
垂
直
ス
リ
ッ
ト
の
ガ
ラ
ス
面
を
用
い
て
い
る
。

外
壁
は
色
モ
ル
タ
ル
荒
引
き
粗
面
仕
上
げ
で
あ
る
。

建
物
が
地
面
に
建
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
「
は

え
」
て
い
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
土
と
建

物
と
の
つ
な
が
り
に
軟
か
さ
と
無
抵
抗
さ
が
あ
ら

わ
れ
、
土
と
建
物
と
が
一
体
と
な
っ
て
自
然
さ
を

あ
ら
わ
せ
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
試
み
た
が
未
熟

で
、
そ
ん
な
も
の
で
宗
教
的
な
気
持
、
人
の
信
仰

の
対
象
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
充
分
に
あ
ら
わ
せ

た
か
ど
う
か
、
心
も
と
な
い
と
思
う
。

 

―
「
建
築
と
社
会
」
１
９
６
７
年
２
月
号
―

内
部
は
、床
、２
０
０
角
ク
リ
ン
カ
ー
タ
イ
ル
、

壁
、
色
モ
ル
タ
ル
か
き
落
し
及
び
タ
イ
ル
幅
広
目

地
、
天
井
、
白
ラ
ワ
ン
小
幅
板
打
上
げ
色
付
ラ
ッ

カ
ー
仕
上
で
あ
る
。
２
５
０
余
の
椅
子
は
２
０
０

角
磁
器
タ
イ
ル
の
4
枚
の
内
に
収
ま
り
、
そ
の
基

準
で
整
然
と
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

塔
の
高
さ
は
十
字
架
迄
、
地
面
よ
り
約
七
十
五

尺
（
約
22
・
7
ｍ
）、
南
側
で
競
り
上
が
り
天
へ

と
昇
華
し
て
い
る
。

屋
根
は
銅
版
葺
き
で
優
美
な
る
曲
線
を
描
い
て

い
る
。

外
壁
側
面
は
見
る
方
向
で
様
々
に
変
化
し
、
正

面
で
は
大
い
な
る
壁
面
が
、
屋
根
の
稜
線
と
相
ま

っ
て
包
み
込
ま
れ
る
様
に
人
々
を
迎
え
る
。
右
手

に
は
聖
母
マ
リ
ア
の
像
を
抱
い
た
ニ
ッ
チ
が
あ
る
。

内
部
の
キ
リ
ス
ト
の
御
像
は
彫
刻
家
、
辻
晋
堂

配置図及び1階平面図
＜「建築と社会」1967年2月号より＞

註：配置図は、事務所棟等、一部、現在とは異なる

断面詳細図
＜「建築と社会」1967年2月号より＞
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代
表
作
品
、
南
仏
に
あ
る
「
ル・ト
ロ
ネ
修
道
院
」

工
事
監
督
の
日
記
と
い
う
形
で
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。

僧
院
建
設
を
め
ぐ
り
、
純
粋
な
信
仰
と
厳
し
い

規
律
の
許
で
の
現
場
で
の
葛
藤
を
描
い
て
い
る
。

開
口
部
の
少
な
い
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
は
13
世

紀
、
十
字
平
面
の
交
差
部
を
高
み
に
押
し
上
げ
る

た
め
の
フ
ラ
イ
ン
グ
・
バ
ッ
ト
レ
ス
（
飛
び
梁
）

や
リ
ブ
ヴ
ォ
ー
ル
ト
の
発
明
に
よ
り
、
開
口
部
の

多
い
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

村
野
作
品
の
内
、キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
施
設
は
、

南
大
阪
教
会
（
１
９
２
８
・
１
９
８
１
、
２
０
１

４
・
11
月
号
参
照
）、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
１

９
５
４
、
重
要
文
化
財
）、
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学

大
学
礼
拝
堂
（
１
９
６
９
）、
西
宮
ト
ラ
ピ
ス
チ

ヌ
修
道
院
（
１
９
６
９
）、
が
あ
る
。
そ
の
何
れ

に
も
「
宗
教
と
建
築
」
と
い
う
問
題
に
「
時
間
性
」

と
「
場
所
性
」
を
関
係
づ
け
な
が
ら
、
実
体
と
な

る
建
築
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

∧
湿
式
∨
と
∧
乾
式
∨

村
野
作
品
多
く
の
設
計
過
程
に
は
、
粘
土
∧
湿

式
∨
模
型
が
存
在
す
る
。
自
ら
は
勿
論
、
所
員
も

そ
れ
を
制
作
を
し
て
い
た
。
時
に
は
規
模
の
大
き

い
複
雑
な
作
品
は
、
そ
の
都
度
「
三
浦
模
型
」
等

に
協
力
を
求
め
て
い
た
と
聴
く
。

村
野
建
築
の
特
長
に
∧
湿
式
∨
工
法
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
モ
ル
タ
ル
、
漆

喰
等
の
施
工
に
水
を
使
用
す
る
た
め
の
総
称
で
あ

る
。
仕
上
げ
る
た
め
に
、
あ
る
一
定
の
時
間
を
要

す
る
。
ま
た
施
工
す
る
職
人
の
技
量
に
も
出
来
は

関
係
す
る
。
そ
こ
に
は
「
時
間
」
と
「
人
」
と
い

う
、
積
層
す
る
痕
跡
が
残
る
。

現
代
建
築
で
は
主
に
∧
乾
式
∨
工
法
を
求
め

る
。
時
間
を
短
縮
し
て
工
期
の
ス
ピ
ー
ド
化
で
あ

り
、
人
の
痕
跡
を
消
す
た
め
に
工
場
に
て
品
質
管

理
を
行
い
均
質
な
る
精
度
を
追
及
す
る
。

村
野
が
も
と
め
た
も
の
は
「
建
築
が
、愛
さ
れ
、

慈
し
ま
れ
、
時
間
の
移
ろ
い
を
享
受
す
る
こ
と
で

あ
る
。」
と
考
え
る
。

本
文
を
記
述
し
て
い
る
今
日
、
日
本
列
島
は
暑

さ
に
襲
わ
れ「
皆
さ
ん
、水
分
を
取
る
よ
う
に
・・
」

と
叫
ば
れ
て
い
る
。「
現
代
建
築
に
も
、
水
分

を
・
・
・
」
と
の
声
が
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
る
よ

う
で
あ
る
。

∧
乾
式
∨
の
素
材
も
、
こ
の
現
場
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
職
人
の
手
が
介
入
す
る
。

天
井
は
厚
さ
約
５
ミ
リ
、
巾
50
ミ
リ
位
の
白
ラ

ワ
ン
の
板
を
音
響
を
考
慮
し
て
曲
面
に
張
っ
た
も

の
で
あ
る
。
天
井
の
張
り
の
仕
事
は
良
い
職
人
に

や
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
で
き
も
よ
く
私
は
満
足

し
て
い
る
。
か
な
り
む
つ
か
し
い
仕
事
な
の
に
、

職
人
た
ち
は
、
ま
た
と
こ
ん
な
仕
事
を
す
る
機
会

が
な
い
と
い
っ
て
喜
ん
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
の

は
、
ひ
じ
ょ
う
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
う
。

 

―
「
建
築
と
社
会
」
１
９
６
７
年
２
月
号
―

波
打
つ
よ
う
に
施
さ
れ
た
白
ラ
ワ
ン
の
天
井

は
、
祭
壇
部
で
急
に
上
昇
し
て
内
部
の
意
識
を
天

へ
誘
う
。
半
世
紀
経
っ
た
今
日
、
建
築
の
足
元
に

は
草
花
が
育
ち
、
枯
れ
、
ま
た
育
つ
と
、
命
の
連

鎖
を
繰
り
返
す
。
こ
の
建
築
を
愛
し
建
築
の
姿
に

勇
気
づ
け
ら
れ
、
信
者
や
地
域
の
人
々
が
日
常
を

営
む
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
村
野
デ

ザ
イ
ン
の
２
５
０
余
席
の
三
角
藺
編
み
椅
子
は
、

技
能
を
身
に
つ
け
た
信
者
の
手
に
よ
っ
て
、
七
島

藺
編
み
椅
子
と
し
て
そ
の
都
度
修
復
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
１
９
１
０
〜
１
９
８
１
）
の
作
品
で
あ
っ
た
が
、

現
在
（
２
０
０
２
〜
）
は
別
の
キ
リ
ス
ト
像
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
辻
作
品
は
事
務
所
棟
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
当
初
、
上
段
に
作
野
旦
平

（
１
９
３
１
〜
２
０
０
０
）
作
の
も
の
、
下
段
に

岩
田
藤
七
（
１
８
９
３
〜
１
９
８
０
）
作
の
も
の

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
上
段
下
段
共
に
作
野
の
作

品
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
マ
テ
リ
ア
ル
と
色

彩
は
手
の
痕
跡
を
残
し
、
異
次
元
へ
と
観
る
者
を

誘
う
。
作
野
作
品
は
、
西
宮
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道

院
、
八
重
洲
ダ
イ
ビ
ル
や
目
黒
区
総
合
庁
舎
（
旧

千
代
田
生
命
本
社
ビ
ル
）
の
建
築
内
部
で
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
の
道
ゆ
き
の
油
絵
は
、

建
築
家
、
長
谷
部
鋭
吉
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た

（
現
在
は
取
り
換
え
ら
れ
て
い
る
）。
こ
の
よ
う
に

村
野
は
多
く
の
芸
術
家
と
協
働
し
て
、
こ
の
建
築

に
息
吹
を
吹
き
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

宗
教
と
建
築

象
牙
色
の
、
し
ゅ
す
の
よ
う
な
羊
皮
紙
の
上
に

柱
や
壁
を
描
い
て
い
く
に
つ
れ
、
私
に
は
難
し
さ

が
わ
か
っ
て
く
る
。
正
確
な
一
点
か
ら
イ
ン
ク
が

流
れ
、
石
の
大
き
さ
を
満
た
し
、
閉
ざ
し
、
稜
線

を
現
わ
し
、
広
間
を
区
切
り
、
重
さ
を
支
え
る
点

を
位
置
づ
け
、
空
気
、
光
、
修
道
士
の
通
り
路
を

つ
く
っ
て
い
く
。
あ
る
と
き
に
は
理
性
が
勝
ち
、

あ
る
と
き
に
は
感
じ
や
図
面
の
正
し
さ
が
勝
つ
。

他
で
は
幾
何
学
と
象
徴
が
拮
抗
し
、
決
ま
る
形
は

双
方
の
綜
合
と
も
な
る
。
こ
の
瞬
間
は
重
大
だ
が

軽
や
か
だ
。

―
「
粗
い
石
」
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
プ
イ
ヨ
ン
著
、

 

荒
木
亨
訳
―

「
粗
い
石
」
は
、
12
世
紀
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築
の

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

●参考文献
「被昇天の聖母・カトリック宝塚教会」カトリック宝塚教会リーフレット
「教会創立25年の歩み」1985年・宝塚カトリック教会
「建築と社会」1967年2月号　日本建築協会
「HIROBA」2002年3月号表紙　近畿建築士会協議会
「粗い石」フェルナン・プイヨン著、荒木亨訳、文和書房　1973年
●写真撮影／沼田俊之
謝辞：「カトリック宝塚教会」関係者の御協力を受けました。お礼を申し上げます。

図1：外観スケッチ
＜「HIROBA」2002年3月号表紙より＞

洋雑誌に描く　─個人蔵―
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大庄村役場
1937

（現：尼崎市立大庄公民館）

安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、早
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、
赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品
を
数
回

に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に

向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

赫か
く 

奕や
く 

た 

る 

村 

野 

藤 

吾 

の 

建 

築  

8
　

2階貴賓室：壁面仕上とブラケット 波打つ手摺、左壁面も柱型部が膨らむ

南立面の様相、広場より望む

November 2015   Kyoto Dayori   6（一社）京都府建築士会



南側広場より東側廻廊アプローチを望む

塔屋の天井詳細 東側玄関を望む、中央に「オリーブを銜えた鳩」 西側立面：段上の構成に注目

東側より「レリーフ」を介して塔屋を観る

塔屋の全景貴賓室の内観：グリルの意匠が観える

7   Kyoto Dayori  November 2015 （一社）京都府建築士会



建
築
の
諸
元

１
９
３
７
年
（
昭
和
12
）
11
月
、
阪
神
工
業
地

帯
の
要
地
、
大
庄
村
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
の
「
大
庄
村
役
場
」
が
村
野
藤
吾
の
設
計
で

竣
工
を
迎
え
る
。

１
９
２
９
年
（
昭
和
４
）
尼
崎
築
港
株
式
会
社

に
よ
る
埋
立
て
用
地
に
大
規
模
工
場
群
が
進
出
す

る
。手

狭
と
な
っ
た
村
役
場
は
、
建
替
え
を
計
画
し

て
い
た
矢
先
、
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
）
９
月
の

「
室
戸
台
風
」
で
大
き
く
被
災
す
る
。
こ
の
地
に

工
場
を
有
し
た「
中
山
製
鋼
所
」の
中
山
悦
治（
自

邸
、村
野
藤
吾
設
計
、１
９
３
４
年
竣
工
）
や
、「
そ

ご
う
百
貨
店
」（
村
野
藤
吾
設
計
、
１
９
３
３
年

竣
工
）
を
観
た
役
場
幹
部
の
推
挙
等
も
あ
り
、
村

野
が
設
計
者
と
な
っ
た
と
仄
聞
す
る
。

帝
冠
様
式
の
「
名
古
屋
市
庁
舎
」（
１
９
３
３
、

名
古
屋
市
土
木
部
建
築
課
）
か
ら
僅
か
４
年
後
の

作
品
で
あ
る
。
同
時
代
に
は
、宇
部
市
民
会
館（
１

９
３
７
、村
野
藤
吾
）、第
一
生
命
館
（
１
９
３
８
、

渡
辺
仁
・
松
本
与
作
）、
帝
国
議
会
議
事
堂
（
現
・

国
会
議
事
堂
、
１
９
３
６
、
臨
時
建
築
局
）、
東

京
国
立
博
物
館
（
１
９
３
７
、
渡
邊
仁
）
の
作
品

群
が
あ
り
、
こ
の
頃
の
建
築
の
多
様
性
は
驚
き
に

値
す
る
。

１
９
３
０
年
独
立
し
た
村
野
は
、
建
築
研
究
の

た
め
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
ロ
シ
ア
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
を
廻
り
建
築
調
査
を
施

す
。

ロ
シ
ア
構
成
主
義
（
タ
ト
リ
ン
他
）、
ド
イ
ツ

表
現
主
義
（
Ｂ
・
タ
ウ
ト
）
を
咀
嚼
し
て
、
こ
の

建
築
は
宇
部
市
民
会
館
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
到
達
し

て
い
た
。

2階平面図（ＡＮ4942-62）
＜村野藤吾建築設計図展カタログ・4　135Ｐ＞

配置図及び1階平面図（ＡＮ4942-61）
＜村野藤吾建築設計図展カタログ・4　7Ｐ＞

断面図（ＡＮ4942-69）
＜村野藤吾建築設計図展カタログ・4　139Ｐ＞　

3階平面図（ＡＮ4942-63）
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寄
木
細
工
、
壁
面
は
オ
ー
ク
練
付
け
板
、
幅
木
、

建
具
額
縁
に
詳
細
な
る
デ
ィ
テ
ー
ル
を
み
せ
る
。

空
調
グ
リ
ル
に
施
さ
れ
た
、
オ
リ
ー
ブ
文
様
の
ア

イ
ア
ン
ワ
ー
ク
が
美
し
い
。

西
側
、
階
段
室
を
も
つ
塔
屋
に
は
、
天
井
、
星

や
雲
を
模
し
た
装
飾
や
、
配
筋
を
彷
彿
さ
せ
る
格

子
模
様
、そ
し
て
雲
状
の
開
口
部
、壁
面
に
は
「
オ

リ
ー
ブ
」
の
透
か
し
彫
り
を
し
て
建
築
に
物
語
性

を
与
え
て
い
る
。

当
時
の
公
共
建
築
は
新
古
典
様
式
よ
り
抜
け
だ

し
「
帝
冠
様
式
」・「
表
現
主
義
」
の
様
を
呈
し
て

い
る
が
、
こ
の
建
築
は
一
部
に
装
飾
を
拝
し
た
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

「
ヒ
ト
」・「
コ
ト
」・「
モ
ノ
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
外
遊
は
村
野
建
築

に
大
き
く
影
響
す
る
。

渡
邊
節
の
も
と
で
の
「
様
式
建
築
」
よ
り
距
離

を
置
き
、
自
ら
の
建
築
を
模
索
す
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
の
広
場
や
塔
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

市
庁
舎
に
、
フ
ァ
サ
ー
ド
は
ロ
シ
ア
構
成
主
義
、

仕
上
げ
、
装
飾
等
は
ド
イ
ツ
表
現
主
義
を
咀
嚼
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

建
築
を
現
地
に
て
体
感
し
時
代
性
を
学
ぶ
と
い

う
「
デ
キ
ゴ
ト
」
は
、
当
時
の
日
本
建
築
の
閉
塞

感
と
は
乖
離
す
る
。
戦
後
の
公
共
建
築
を
彷
彿
さ

せ
る
「
タ
テ
モ
ノ
」
が
こ
こ
に
で
き
る
。

階
段
手
摺
の
意
匠
は
、
渡
邊
建
築
事
務
所
時
代

よ
り
学
ん
だ
現
場
で
の
三
次
元
曲
線
を
創
出
す
る

手
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
図
面
や
ス
ケ
ッ
チ
で
検
証

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
、
現
場
に
て
水
平
を
測
る
ホ
ー

ス
と
水
を
使
用
し
て
、
水
を
張
っ
た
ホ
ー
ス
で
そ

の
曲
線
を
是
正
す
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
渡
邊

事
務
所
の
現
場
主
任
よ
り
そ
の
手
法
を
幾
度
と
な

く
学
ん
だ
。
各
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
計
測
し
て
、
平

面
、
断
面
、
展
開
図
に
プ
ロ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、

制
作
図
が
実
物
へ
と
転
用
さ
れ
る
。

１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
改
修
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
改
修
設
計
は
「
村
野
建
築
事
務
所
」
で

は
な
く
、「
都
市
設
計
」
で
あ
っ
た
。
外
壁
タ
イ

ル
の
類
似
タ
イ
ル
に
よ
る
修
復
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の

円
柱
「
紫
雲
石
」
の
再
生
と
い
う
「
村
野
意
匠
の

継
続
」
へ
の
努
力
が
あ
っ
た
。

現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
急
激
な
変
化
は
「
モ
ノ
」
が

「
ヒ
ト
」
や
「
コ
ト
」
を
飛
び
越
え
て
、
全
体
へ

と
表
出
さ
れ
て
い
る
。「
コ
ト
」
は
「
ヒ
ト
」
を

介
し
て
「
物
語
」
を
紡
ぐ
の
で
あ
る
。
断
片
た
る

建
築
言
語
は
、
文
脈
と
は
な
り
え
な
い
。

建
築
は
未
来
へ
の
投
げ
ら
れ
た
「
モ
ノ
」
で
あ

る
。
未
来
の
「
コ
ト
」
を
予
測
す
る
の
は
「
ヒ
ト
」

で
あ
る
。「
モ
ノ
」
は
結
果
と
な
り
、
社
会
の
財

産
と
し
て
現
存
す
る
。

１
９
３
０
年
、
建
築
行
脚
で
「
タ
ト
リ
ン
」
と

出
会
い
、
彼
よ
り
「
記
念
塔
」
の
ス
ケ
ッ
チ
を
入

手
し
て
、
そ
の
後
、
生
涯
を
通
じ
て
所
長
室
に
飾

ら
れ
て
い
た
。

「
建
築
」
は
、
常
に
未
来
に
投
げ
ら
れ
た
社
会

の
「
宝
モ
ノ
」
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
「
ケ
ン
チ

ク
」
は
教
え
て
く
れ
る
。

建
築
の
プ
ロ
セ
ス

建
築
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
東
側
正
面
を
避
け

広
場
を
眺
め
な
が
ら
南
北
廻
廊
よ
り
廻
り
込
む
。

こ
れ
は
、
桂
離
宮
、
銀
閣
寺
や
慈
光
院
の
日
本

建
築
に
学
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

緩
や
か
な
西
側
湾
曲
は
、
水
路
（
現
・
道
路
）

と
い
う
場
所
性
に
起
因
す
る
。

村
役
場
の
平
面
計
画
は
、
１
階
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
主
に
お
き
、
南
側
広
場
に
開
い
て
い
る
。
驚

愕
す
る
が
、
こ
の
時
代
に
シ
チ
ズ
ン
（
市
民
）
プ

ラ
ザ
と
い
う
概
念
に
到
達
し
て
い
る
。
２
階
に
一

般
事
務
、
貴
賓
室
、
３
階
は
議
場
と
構
成
は
明
確

で
あ
る
。

機
能
を
各
層
に
分
類
し
て
、
そ
れ
を
壁
と
開
口

部
に
別
け
て
立
面
計
画
に
素
直
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。特

に
、
１
階
か
ら
２
階
へ
、
２
階
か
ら
３
階
へ

の
階
段
配
置
の
ズ
レ
は
西
側
立
面
の
段
上
の
変
化

を
魅
せ
る
。

仕
上
げ
材
は
、
森
五
商
店
東
京
支
店
（
現
・
近

三
ビ
ル
、
１
９
３
１
）
や
宇
部
市
民
会
館
（
１
９

３
７
）
に
使
用
さ
れ
た
塩
焼
き
タ
イ
ル
。
そ
れ
が

建
築
に
風
格
を
あ
た
え
る
。

玄
関
部
の
外
壁
の
１
・
２
階
の
人
造
石
小
叩
き

開
口
部
に
は
「
オ
リ
ー
ブ
を
く
わ
え
た
鳩
」
の
レ

リ
ー
フ
が
配
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
旧
約
聖
書「
ノ

ア
の
箱
舟
」
で
、
オ
リ
ー
ブ
の
葉
を
嘴
に
く
わ
え

た
鳩
が
洪
水
の
終
了
を
ノ
ア
に
知
ら
せ
る
こ
と
に

由
来
す
る
。
村
の
「
室
戸
台
風
」
よ
り
の
「
復
興

の
象
徴
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ
る
。
玄
関

南
側
「
グ
リ
フ
ィ
ン
」
の
レ
リ
ー
フ
は
ギ
リ
シ
ャ

神
話
に
あ
る
、
頭
と
翼
は
鷲
、
胴
体
は
ラ
イ
オ
ン

と
い
う
守
護
神
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
建
築
を
護

る
。２

階
東
奥
に
は
「
貴
賓
室
」
が
あ
る
。
床
は
、

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

●参考文献
「大庄公民館春の見学会解説」2015年　桃谷和則
「村野藤吾　1928―1963」1983年　新建築社
「村野藤吾建築設計図展カタログ・4」2002年　京都工芸繊維大学美術工芸資料館・村野藤吾の設計研究会
「村野藤吾建築設計図展カタログ・8」2006年　京都工芸繊維大学美術工芸資料館・村野藤吾の設計研究会
「近代建築史」1965年、蔵田周忠著　相模書房
●写真撮影／沼田俊之
●謝辞：「尼崎市立大庄公民館」関係者のご協力を受けました。お礼を申し上げます。

「第三インターナショナル記念塔」案
（ウラジーミル・タトリン）1922
＜「近代建築史・蔵田周忠著」より＞
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茶室・八畳半台目の南庭より
応接間テラス、居間バルコニー、食堂と雁行型建築が連続する様相

茶室・八畳半台目の南面
紅葉、ドウダンツツジ、塀越に松林その先に大渕池を望む

佐伯邸
1965

（現・松伯美術館）

安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、早
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、
赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品
を
数
回

に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に

向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

赫か
く 

奕や
く 

た 

る 

村 

野 

藤 

吾 

の 

建 

築  

9
　

（一社）京都府建築士会
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八畳半台目中板付の広間席の床の間
床柱、絞丸太、床框、杉面皮角の呂色漆塗仕上

茶室・四畳半
にじり口をみる　突上窓には照明が仕込まれている

食堂より居間を眺める
スリットの欄間、二重に施され建具の詳細に感銘する

前庭より透廊と表玄関棟を眺める

四畳半の茶室棟：軒下と独立柱の繊細さに注目する 表門より透廊を介して前庭、表玄関へのアプローチを眺める
左手に茶室の萱葺屋根を望む（一社）京都府建築士会
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１
９
６
５
年
の
「
桂
離
宮
」

住
宅
主
、
佐
伯
勇
（
１
９
０
３
〜
１
９
８
９
）

は
１
９
５
１
年
、
７
代
目
・
近
畿
日
本
鉄
道
（
以

下
近
鉄
）
社
長
に
つ
く
。
１
９
５
０
年
代
後
半
よ

り
奈
良
市
学
園
前
登
美
ヶ
丘
の
開
発
に
着
手
し
、

最
も
奥
地
、
た
め
池
（
大
渕
池
）
の
北
側
敷
地
約

１
０
、
０
０
０
㎡
に
自
邸
設
計
を
村
野
藤
吾
に
委

ね
る
。

前
身
の
「
大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社
」
と
村
野

の
関
係
は
、
遡
る
こ
と
「
あ
や
め
池
温
泉
」（
１

９
２
９
年
竣
工
）
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
戦
前

戦
後
を
通
じ
「
近
鉄
」
に
よ
る
阿
倍
野
、
上
本
町

の
村
野
建
築
群
は
街
並
を
形
成
す
る
こ
と
と
な

る
。こ

こ
に
一
葉
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。
佐
伯
邸
の

正
門
よ
り
玄
関
に
到
る
前
庭
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
俯

瞰
し
た
も
の
で
あ
る
。
門
か
ら
表
玄
関
に
到
る
ア

プ
ロ
ー
チ
に
は
、
草
木
の
名
称
の
記
述
が
あ
る
。

「
砂
利
」
を
囲
む
よ
う
に
、「
シ
ダ
レ
桜
」・「
ボ
タ

ン
」・「
ツ
ツ
ジ
」・「
ボ
ケ
」・「
竹
」・「
ヤ
ナ
ギ
」・

「
ツ
ゲ
」・「
ア
セ
ビ
」・「
ワ
ビ
ス
ケ
」
等
の
名
称

が
並
ぶ
。

北
の
正
門
よ
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
左
手
（
東

側
）
に
前
庭
を
観
な
が
ら
、
雁
行
し
な
が
ら
透
廊

を
抜
け
て
表
玄
関
に
導
か
れ
る
。
右
手
（
西
側
）

に
は
内
玄
関
が
配
さ
れ
、
桂
離
宮
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
彷
彿
さ
せ
る
、
空
調
や
照
明
設
備
は
建
築
に
内

在
化
さ
せ
、
当
時
の
最
新
設
備
は
建
築
の
表
に
は

出
て
こ
な
い
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
柱
は
細
く

軒
先
を
薄
く
「
１
９
６
５
年
の
桂
離
宮
」
と
呼
ぶ

に
相
応
し
い
建
築
と
庭
の
一
体
化
を
施
し
、
半
世

紀
経
っ
た
今
も
眼
前
に
存
在
す
る
。

桂離宮配置図
＜「桂離宮」堀口捨己著・１９５２・毎日新聞社より＞

アプローチのイメージスケッチ
＜個人蔵＞

佐伯邸　配置図及び１階平面図
＜「和風建築秀粋」・１９９４・京都書院より＞（一社）京都府建築士会
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じ
め
吟
味
が
重
ね
ら
れ
、
各
処
村
野
デ
ィ
テ
ー
ル

が
み
ら
れ
る
。

庭
は
「
植
為
」
五
代
目
・
小
島
佐
一
の
作
で
あ

り
行
き
届
い
た
手
入
れ
が
為
さ
れ
て
い
る
。

北
側
の
四
畳
半
の
茶
室
の
外
観
は
独
立
し
た
建

築
の
よ
う
に
見
え
、
茅
葺
屋
根
の
美
し
さ
が
際
立

つ
。
に
じ
り
口
の
沓
脱
石
・
鞍
馬
石
が
、
優
雅
に

軒
下
を
引
き
締
め
て
い
る
。

「
切
断
」と「
接
続
」

そ
の
時
代
の
環
境
、
そ
の
条
件
に
合
わ
せ
て
、

建
物
を
こ
な
し
て
行
く
か
ら
、
そ
れ
で
、
い
く
ら

か
見
れ
る
よ
う
に
出
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ

う
思
い
ま
す
が
ね
。　

―
村
野
藤
吾
の
最
後
と
な
る

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
言
葉
で
あ
る
。

　
　
（
H
I
R
O
B
A

 
 

１
９
８
５
年
１
月
号
よ
り
）
―

「
現
在
」
と
い
う
視
点
で
持
て
る
能
力
を
駆
使

し
て
設
計
す
る
。
そ
れ
は
現
出
し
た
建
築
を
、
施

主
、
社
会
、
そ
し
て
未
来
に
送
り
出
す
か
ら
で
あ

る
。
本
建
築
は
佐
伯
氏
亡
き
後
、
近
鉄
が
出
資
し

た
美
術
財
団
が
受
け
継
ぎ
松
伯
美
術
館
の
附
属
施

設
と
な
り
、
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
現
在
に
至
る
。
美

術
館
、
近
鉄
関
係
者
に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
努
力
に
は
感
銘
を
う
け
る
。

半
世
紀
に
及
ぶ
建
築
と
庭
の
保
存
「
使
用
し
な

ら
が
、守
り
続
け
る
。」と
当
美
術
学
芸
員
は
語
る
。

パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
晩
年
作
品
に
「
グ
ラ
ス
・
フ
ァ

サ
ー
ド
」（
１
９
４
０
）
と
い
う
名
作
が
あ
る
。

半
世
紀
後
に
、
裏
面
に
少
女
（
マ
ノ
ン
・
グ
ロ
ピ

ウ
ス
）
と
天
使
の
絵
画
が
発
見
さ
れ
た
。
表
面
は

バ
ウ
・
ハ
ウ
ス
の
カ
ー
テ
ン
・
ウ
ォ
ー
ル
が
モ
チ

ー
フ
で
あ
る
。「
美
術
」
と
「
建
築
」
は
深
く
関

係
付
き
、
と
も
に
鑑
賞
者
の
精
神
に
根
づ
く
。
時

間
を
経
て
。

情
報
が
過
多
と
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
要
求
す
る

傾
向
が
社
会
に
は
あ
る
。

情
報
を
一
度
切
断
し
て
、
持
て
る
能
力
で
思
考

し
て
一
葉
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
定
着
す
る
。
千

葉
雅
也
著
・「
動
き
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
」（
２
０

１
３
）
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
手
元
に
あ
る
。
現
在

の
状
況
、情
報
化
社
会
に
お
け
る
、歴
史
の
扱
い
、

社
会
と
の
関
係
、
場
所
性
、
時
間
性
、
身
体
性
、

を
考
察
し
て
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
（
１
９
２
５

〜
１
９
９
５
）
の
哲
学
を
解
明
す
る
。

事
物
、
私
た
ち
の
心
、
脳
、
身
体
が
、
別
の
構

造
に
「
生
成
変
化
」
し
て
や
ま
な
い
こ
と
を
、
存

在
論
の
レ
ベ
ル
で「
肯
定
」し
て
い
く
の
だ
っ
た
。

―
「
動
き
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
」

 

（
２
０
１
３
）
14
Ｐ
よ
り 

―

こ
の
建
築
か
ら
南
側
に
パ
ノ
ラ
マ
状
に「
接
続
」

す
る
風
景
が
、
北
側
に
窓
枠
に
「
切
断
」
さ
れ
た

風
景
が
、
時
を
経
て
観
え
る
。

「
内
」
と
「
外
」
と
い
う
建
築
の
概
念
は
「
セ

ツ
ダ
ン
」
と
「
セ
ツ
ゾ
ク
」
へ
と
昇
華
さ
れ
、
村

野
の
「
精
神
性
」
は
、
い
ま
も
「
序
の
舞
」（
上

村
松
園
・
画
）
の
よ
う
に
凛
と
し
て
こ
の
地
に
あ

る
。

建
築
の
プ
ロ
セ
ス

雁
行
型
平
面
計
画
は
「
桂
離
宮
」
は
じ
め
、
書

院
建
築
、
数
寄
屋
建
築
の
多
く
に
み
ら
れ
る
。

玄
関
部
を
介
し
て
左（
東
）側
に
和
式
、右（
西
）

側
に
洋
式
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
奥
に
家
族
の

諸
室
が
並
ぶ
。
応
接
室
、
居
間
、
食
堂
は
中
央
部

に
位
置
し
、
和
風
を
意
識
し
た
洋
室
で
あ
る
。
月

見
台
、
広
縁
に
あ
た
る
部
分
が
付
加
さ
れ
、
仕
切

り
に
は
ガ
ラ
ス
建
具
と
雨
戸
が
仕
込
ま
れ
二
重
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

和
式
部
の
構
成
は
、
茶
室
「
伯
泉
亭
」
と
名
付

け
ら
れ
た
八
畳
半
台
目
の
広
間
席
と
四
畳
半
を
中

心
と
し
て
、
南
側
の
建
具
と
東
側
に
建
具
に
は
高

さ
に
違
い
を
つ
け
、
風
景
の
変
化
に
呼
応
す
る
。

表
千
家
残
月
亭
の
研
究
や
、
自
邸
で
の
「
残
月
の

床
」の
検
証
が
結
実
す
る
。
堀
口
捨
己「
八
勝
館・

御
幸
の
間
」（
１
９
５
０
）
の
月
見
台
、
広
縁
に

通
じ
、
南
東
に
広
が
る
大
渕
池
と
の
関
係
は
刻
々

と
変
化
す
る
時
間
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

14
年
後
の
「
松
寿
荘
」（
１
９
７
９
）
で
は
更

な
る
変
化
を
み
せ
る
が
、
そ
の
系
譜
に
見
合
う
完

成
度
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。

立
面
に
お
い
て
「
雁
行
型
平
面
」
は
、
寄
棟
瓦

屋
根
、
銅
版
葺
き
庇
屋
根
が
軽
妙
な
る
変
化
を
み

せ
優
美
で
あ
る
。
南
側
は
土
地
の
高
低
に
合
わ
せ

高
床
と
な
る
。
ま
た
軒
を
支
え
る
独
立
柱
も
、
内

部
よ
り
可
視
の
も
の
は
丸
柱
、
不
可
視
は
角
柱
と

い
う
変
化
が
診
え
る
。
背
割
れ
は
外
側
に
配
置
、

埋
木
が
施
さ
れ
て
い
る
。

厨
房
は
当
時
と
し
て
の
最
新
設
備
の
シ
ス
テ
ム

キ
ッ
チ
ン
で
あ
り
、
ラ
ワ
ン
合
板
の
造
作
家
具
、

金
物
、
納
ま
り
に
感
銘
す
る
。

室
内
の
素
材
は
居
間
の
壁
面
、
布
ク
ロ
ス
を
は

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

●参考文献
「村野藤吾和風建築集」村野藤吾著　新建築社
「和風建築秀作」京都書院
「運をつかむ」佐伯勇著　実業之日本者　1980年
「動きすぎてはいけない」千葉雅也著　河出書房新社　2013年
「村野藤吾のデザイン・エッセンス6」
「HIROBA」1985年1月号　「HIROBA」2002年4月号 表紙・解説文　安達英俊
●写真撮影／沼田俊之
謝辞：「近鉄グループホールディングス株式会社」「松伯美術館」関係者の
　　　ご協力を受けました。お礼を申し上げます。

●告知
　「松伯美術館」1月、2月の展覧会情報

　上村松園・松篁・淳之「温故知新」展
　～古典は宝の山！～
　 1月31日（日）まで
　（年始1月1日～4日・月曜休館　但し1月11日は開館し、翌12日が閉館）

　公募展「第1回松伯日本画展」
　2月9日（火）～3月6日（日）
　（月曜休館）

（一社）京都府建築士会
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近映レジャービルアポロ
1972

（現・きんえいアポロビル）

安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、早
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、
赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品
を
数
回

に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に

向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

赫か
く 

奕や
く 

た 

る 

村 

野 

藤 

吾 

の 

建 

築  

10

劇場№1スクリーンサイドより、映写室側を望む
天井の二等辺三角形の意匠は竣工時のもの

近映レジャービルアポロビルの夜景見上げ　―都市の混沌（カオス）をみせる―
中央にアポロビル、右側にルシアスビル、左側に阿倍野センタービル（村野設計・1970）、その左側あべのハルカス近鉄本店タワー館

（一社）京都府建築士会
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東側よりの外観
L型の袖壁の意匠とカーテンウォールに注目

近映レジャービルアポロビルの正面（昼景） 劇場ロビーにあるギリシャ様式の
イオニア式オーダーのレプリカ

劇場№2の入口よりスクリーン正面を望む 地下2階、地下1階、1階と
垂直に連続するエスカレーター

地下2階より吹抜けを見上げる劇場ロビーのインテリア：竣工時より変更されている

（一社）京都府建築士会
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建
築
の
諸
元

１
９
５
０
年
公
開
の
黒
澤
明
（
１
９
１
０
〜
１

９
９
８
）
監
督
「
羅
生
門
」
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

国
際
映
画
祭
金
獅
子
賞
を
獲
得
し
、
米
軍
占
領
下

で
国
際
的
な
自
信
を
喪
失
し
て
い
た
日
本
人
に
希

望
を
与
え
、
日
本
映
画
の
黄
金
期
を
迎
え
る
。

同
年
１
９
５
０
年
「
ア
ポ
ロ
座
」（
建
築
と
社

会　
１
９
５
１
・
11
）
は
、
村
野
藤
吾
の
設
計
で

竣
工
す
る
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
、
ゼ
ウ
ス
の
子
、
芸
術
の
神
ア

ポ
ロ
ー
ン
に
由
来
し
た
劇
場
「
ア
ポ
ロ
座
」
は
、

洋
画
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
劇
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
。
戦
後
の
映
画
産
業
の
拠
点
は
、
交
通
の
要

所
、
駅
周
辺
、
繁
華
街
に
集
中
し
て
い
る
。

東
郷
青
兒
（
１
８
９
７
〜
１
９
７
８
）
の
大
壁

画
「
青
春
乱
舞
」、
そ
の
外
側
に
立
体
格
子
を
配

す
る
、
円
形
の
平
面
を
も
つ
大
劇
場
。
２
階
に
セ

ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
通
路
、
北
・
東
に
バ
ル
コ
ニ
ー

を
配
し
て
い
る
。

１
９
６
９
年
、
大
阪
市
は
阿
倍
野
再
開
発
計
画

を
発
表
し
、
そ
の
計
画
内
に
あ
る
「
ア
ポ
ロ
座
」

は
１
９
７
０
年
の
建
て
替
え
の
た
め
解
体
へ
と
す

す
む
。

レ
ジ
ャ
ー
ビ
ル
と
し
て
「
近
映
レ
ジ
ャ
ー
ビ
ル

ア
ポ
ロ
」
は
、
１
９
７
２
年
７
月
に
竣
工
す
る
。

時
代
を
反
映
し
て
多
様
な
る
文
化
、
レ
ジ
ャ
ー
複

合
施
設
が
誕
生
す
る
。
構
成
を
み
る
と
、
２
・
３

階
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
ア
ン
デ
ュ
ー
」、
３
階
に

ア
ポ
ロ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ス
タ
ジ
オ
、
４
・
５
階

に
映
画
劇
場
、
６
階
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
７
・
８
階
に

ボ
ー
リ
ン
グ
場
と
あ
る
。

ア
ポ
ロ
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
か
ら
は
、
若
き

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
（
ア
リ
ス
、
ば
ん
ば
ひ
ろ
ふ
み

等
）
が
巣
立
ち
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
は
上
田
正
樹

アポロ座 外観

劇場 内観

断面図

２階平面図

＜「建築と社会」1951年11月号より＞劇場平面図
南東側が劇場№１、南西側が劇場№2である （一社）京都府建築士会
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計
画
路
線
に
か
か
る
た
め
仮
設
と
し
て
縦
６
マ

ス
、
横
４
マ
ス
に
区
切
ら
れ
た
格
子
（
鉄
骨
造
）、

北
・
東
側
に
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
通
路
、
格
子
は

映
画
看
板
の
設
置
を
意
図
し
て
い
る
。
仕
上
材
は

人
造
石
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
人
造
石
塗
現
場
た
た
き

仕
上
。

「
近
映
レ
ジ
ャ
ー
ビ
ル
ア
ポ
ロ
」
は
、
北
側
フ

ァ
サ
ー
ド
の
大
部
分
は
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
構

成
さ
れ
、「
ド
ウ
ト
ン
」
に
類
す
る
。
両
サ
イ
ド

に
は
L
型
の
裾
広
が
り
の
大
小
４
つ
の
松
文
様
の

開
口
部
を
も
つ
壁
面
が
あ
る
。
ス
リ
ッ
ト
状
の
ヴ

ェ
ラ
ン
ダ
に
は
U
字
型
の
ア
ル
キ
ャ
ス
ト
手
摺
が

あ
り
、
東
・
西
面
も
、
北
面
に
類
す
る
。

都
市
風
景
を
映
し
出
す

ス
ク
リ
ー
ン
（
銀
幕
）

建
築
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
ヨ
ッ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
で
あ
り
、
ビ
ル
の
左
右
は
巨
大
な
帆
の
形

を
表
し
て
い
ま
す
。」（
ア
ポ
ロ
30
年
の
あ
ゆ
み
・

39
Ｐ
）
の
記
述
が
あ
る
。

美
術
家・写
真
家
、
杉
本
博
司
（
１
９
４
８
〜
）

の
写
真
集
「
劇
場
」
に
、
白
く
光
る
幕
（
ス
ク
リ

ー
ン
）
を
１
９
２
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
劇
場
内

で
撮
影
し
た
作
品
が
あ
る
。

観
客
の
「
不
在
」
は
時
間
を
凝
縮
し
、
発
光
体

と
化
し
た
「
銀
幕
」
は
ア
ー
ル
デ
コ
様
式
の
劇
場

内
部
を
投
射
す
る
。
こ
の
写
真
作
品
を
視
た
時
、

こ
の
建
築
の
フ
ァ
サ
ー
ド
を
連
想
し
た
。

北
側
の
天
王
寺
公
園
、
J
R
西
日
本
天
王
寺
駅

に
乗
り
入
れ
す
る
電
車
、
東
西
に
車
道
を
行
き
来

す
る
自
動
車
、
歩
道
の
人
々
、
こ
の
風
景
の
中
に

た
つ
と
私
に
は
、
都
市
生
活
を
映
し
出
す
「
ス
ク

リ
ー
ン
」、
両
サ
イ
ド
に
松
文
様
の
あ
る
「
引
幕
」

の
よ
う
に
観
え
て
く
る
。

商
業
建
築
と
い
う
の
は
、
短
期
間
の
十
年
と
か

十
四
、
五
年
で
資
本
を
も
と
へ
返
し
ま
す
。
長
い

間
か
か
っ
て
資
本
を
返
せ
ば
い
い
も
の
は
、
お
金

を
は
た
し
て
、
私
は
、
記
念
性
に
富
む
材
料
を
よ

く
使
っ
て
い
ま
す
。（
中
略
）ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
ル・

ラ
イ
フ（
構
造
的
な
生
命
）が
永
久
で
あ
っ
て
も
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
フ
（
商
業
的
な
生
命
）
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
規
制

さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
フ

と
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
ル
・
ラ
イ
フ
と
の
組
み
合
わ

せ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
設
計
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
、
材
料
工
法
を
よ

く
考
え
て
決
め
ま
す
。

（「
建
築
を
つ
く
る
者
の
心
」
村
野
藤
吾
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
８
１・１
８
８
Ｐ
）

阿
倍
野
の
映
画
劇
場
施
設
は
、
あ
や
め
池
温
泉

余
興
場
計
画
（
１
９
３
２
）、京
都
公
楽
会
館
（
１

９
４
９
）、
新
歌
舞
伎
座
（
１
９
５
８
）、
の
系
譜

に
あ
り
、
日
本
生
命
日
比
谷
ビ
ル
―
日
生
劇
場
―

（
１
９
６
３
）
へ
と
集
大
成
さ
れ
る
。

表
徴
と
し
て
、
内
部
の
変
遷
の
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
場
所
性
と
時
間
性
を
考
慮
し
て
、
村
野
は

次
の
経
済
界
の
名
言
を
肯
定
的
に
理
解
す
る
。

「
建
築
は
、
た
ん
に

　
　

地
用
の
保
証
に
す
ぎ
な
い
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｒ
．
Ｐ
．
ボ
ル
ト
ン
）

皆
さ
ん
。M

obile

・Personal

・Com
puter

を shutdow
n

（
切
断
）
し
て
、
65
年
の
時
を

刻
ん
で
い
ま
も
生
き
る
シ
ネ
マ
（
劇
場
）
に
出
か

け
て
身
を
お
い
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

の
名
も
残
る
。

そ
の
後
、
隣
接
す
る
「
ル
シ
ア
ス
ビ
ル
」
と
連

絡
橋
に
よ
り
、
NO
１
〜
NO
８
の
上
映
館
（
シ
ネ
マ

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）
と
な
り
今
日
に
至
る
。

こ
の
４
階
の
劇
場
シ
ネ
マ
NO
１
は
約
３
０
０
人

収
容
と
な
り
、
天
井
の
み
村
野
意
匠
が
残
り
、
シ

ネ
マ
NO
２
は
約
２
０
０
人
収
容
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
て
い
る
。

東
側
の
近
鉄
百
貨
店
の
と
な
り
（
現
・
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
・
ウ
イ
ン
グ
館
）
に
は
、
１

９
５
４
年
竣
工
の
村
野
藤
吾
作
品
、近
映
会
館（
近

畿
映
画
劇
場
）
が
嘗
て
あ
っ
た
。
白
い
平
面
に
横

長
の
ス
ト
ラ
イ
ブ
状
の
開
口
部
を
も
ち
、
天
井
の

巨
大
な
対
の
二
等
辺
三
角
形
が
印
象
的
で
あ
っ
た

と
仄そ

く

聞ぶ
ん

す
る
。

建
築
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

計
画
の
変
遷
を
診
て
み
よ
う
。

「
ア
ポ
ロ
座
」
は
、
ロ
シ
ア
構
成
主
義
、
例
を

あ
げ
れ
ば
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
メ
ー
リ
ニ
コ
フ
等

を
参
照
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
円
形
の
平

面
計
画
、
上
階
の
手
摺
を
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
視
界

を
拡
げ
た
３
層
の
馬
蹄
形
客
席
、
１
２
０
０
人
収

容
の
大
劇
場
。こ
れ
に
附
属
し
た
L
型
の
ロ
ビ
ー
、

バ
ル
コ
ニ
ー
、
事
務
室
、
貸
室
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

あ
る
。
S
R
C
造
、
３
階
建
（
一
部
４
階
）、
地

下
１
階
、
屋
根
は
S
造
で
あ
る
。

「
近
映
レ
ジ
ャ
ー
ビ
ル
ア
ポ
ロ
」
は
、
劇
場
の

あ
る
長
方
形
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い

ブ
ロ
ッ
ク
が
鋭
角
で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
軸
線

ズ
レ
を
生
み
だ
す
。
S
R
C
造
、
12
階
、
地
下
５

階
と
な
っ
て
い
る
。

立
面
は
、「
ア
ポ
ロ
座
」
で
は
、
前
面
は
都
市

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）

●参考文献
「アポロ30年のあゆみ」（アポロ会・ ㈱きんえい・2002）
「建築と社会」1951年11月号（日本建築協会）
「建築と社会」1985年11月号（日本建築協会）
「村野藤吾建築案内」（TOTO出版・2009）
「建築をつくる者の心」村野藤吾著（共同プレーンセンター・1981）
●写真撮影／沼田俊之
「近鉄ホールディングス株式会社」「株式会社きんえい」関係者のご協力を受けました。お礼を申しあげます。

（一社）京都府建築士会
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梅田吸気塔
1963年

安
達 

英
俊

建
築
家
・
建
築
史
家

村
野
藤
吾（
１
８
９
１
〜
１
９
８
４
）が
没
し
て
、早
30
年
が
経
過
す
る
。

関
西
に
多
く
の
名
作
を
残
し
た
、
赫
奕
た
る
村
野
藤
吾
建
築
作
品
を
数
回

に
分
け
て
そ
の
足
跡
を
辿
り
た
い
。
村
野
が
ど
の
よ
う
に
都
市
と
時
代
に

向
き
合
い
建
築
を
構
築
し
た
の
か
、検
証
を
試
み
る
。

赫か
く 

奕や
く 

た 

る 

村 

野 

藤 

吾 

の 

建 

築  

11

北東からの俯瞰
奥は、阪神百貨店の工事現場

B基
六角形の内部を介して空を仰ぐ

（一社）京都府建築士会
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南西からの立面

三次元曲線に加工された足元
地面のタイルと連続する

北東からの立面
樹木は育ち吸気塔に並ぶ

吸気塔の構造体と詳細

5基の中央部から空を仰ぐ C基
五角形の構造体と開口部

D基のコーナーエッジと
ステンレス板の詳細

（一社）京都府建築士会
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建
築
の
諸
元

梅
田
吸
気
塔
の
内
部
写
真
と
俯
瞰
の
写
真
を
見

て
み
よ
う
。

モ
グ
ラ
の
眼
と
鳥
の
眼
で
、
大
阪
の
中
心
地
梅

田
の
「
空
」
を
堪
能
し
よ
う
。

そ
の
装
置
が
、
１
９
６
３
年
に
村
野
の
手
に
よ

っ
て
出
現
し
た
吸
気
塔
で
あ
る
。

梅
田
地
下
街
は
こ
の
年
、
放
射
線
状
に
延
び
る

街
区
を
統
一
し
て
、
吸
排
気
塔
の
設
計
を
村
野
藤

吾
に
依
頼
し
て
い
る
。
確
認
通
知
書
（
工
作
物
）

に
よ
る
と
、
１
９
６
３
年
11
月
着
工
、
同
年
12
月

完
了
予
定
と
あ
り
「
装
飾
塔
５
基
（
A
、B
、C
、

D
、
E
）」
と
の
記
述
が
あ
る
。

村
野
は
建
築
屋
上
の
意
匠
に
つ
い
て
「
鳥
が
見

て
い
る
か
ら
し
っ
か
り
デ
ザ
イ
ン
し
な
さ
い
。」

と
、
常
に
所
員
に
語
っ
て
い
た
と
聞
く
。

建
築
に
は
「
用
、
強
、
美
」
の
要
素
が
必
要
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
正
し
く
「
建

築
で
あ
る
。」

吸
気
と
い
う
機
能
（
用
）
を
も
ち
、
５
本
の
柱

が
連
結
し
て
強
度
（
強
）
を
も
ち
、
な
に
よ
り
も

美
し
い
。
勿
論
、排
気
設
備
も
そ
の
足
元
に
あ
る
。

大
阪
地
下
街
│
迷
路
の
よ
う
な
地
下
街
│
は
、

い
つ
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

１
９
３
３
年
、
大
阪
高
速
鉄
道
は
心
斎
橋
〜
梅

田
間
を
開
業
さ
せ
て
い
る
が
、
土
佐
堀
川
で
の
水

害
等
で
遅
れ
、
仮
梅
田
駅
で
の
開
業
で
あ
る
。
記

録
に
よ
る
と
、
こ
の
吸
気
塔
の
あ
る
現
・
東
梅
田

駅
周
辺
に
位
置
す
る
。
１
９
３
５
年
、
仮
梅
田
駅

か
ら
梅
田
駅
に
伸
延
さ
れ
て
い
る
。
仮
梅
田
駅
は

ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
の
意
匠
で
あ
り
、
リ
ベ
ッ
ト
ボ

ル
ト
の
鉄
骨
が
連
続
し
て
美
し
い
。心
斎
橋
で
は
、

そ
ご
う
百
貨
店
の
地
下
店
舗
と
駅
は
繋
が
っ
て
い

た
。塔

の
足
元
を
見
て
み
よ
う
。
吸
気
塔
は
緩
や
か

に
ピ
ン
コ
ロ
石
（
竣
工
時
、
現
タ
イ
ル
張
り
）
の

地
面
に
連
続
す
る
。

E
ero

・Saarinen

（
１
９
１
０
〜
１
９
６

１
）
の
大
地
と
建
築
の
接
点
を
彷
彿
さ
せ
る
美
し

い
も
の
で
あ
る
。
村
野
は
彼
の
建
築
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
い
る
。

平面図（確認通知書（工作物））
〈大阪地下街㈱所有〉

イメージスケッチ
〈個人蔵〉

（一社）京都府建築士会
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り
発
想
し
た
記
録
が
あ
る
。

し
か
し
、
村
野
は
多
く
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
層
し

て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
言
葉
で
わ
か
る
。

準
備
期
間
と
い
う
こ
と
は
、
見
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
我
々
が
直
感
し
て
一
々
解
い
て
い
く
の

と
同
じ
こ
と
で
す
。
私
も
外
国
の
雑
誌
を
見
て
い

る
時
、
私
は
自
分
で
こ
れ
は
い
い
な
と
思
っ
た
も

の
を
全
部
切
り
取
っ
て
た
く
さ
ん
た
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
準
備
み
た
い
な
も
ん
で
ね
。
準
備
の

一
つ
で
ね
。
そ
れ
が
何
か
の
時
に
出
て
来
る
。
そ

の
時
必
要
で
な
く
て
も
、
平
常
か
ら
そ
う
い
う
も

の
を
、
自
分
で
感
じ
た
も
の
は
、
専
門
誌
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
流
行
雑
誌
で
も
、
服
飾
の
雑
誌
だ

と
か
ね
。
そ
れ
に
類
す
る
よ
う
な
も
の
を
切
り
取

っ
て
い
る
。

（
建
築
を
つ
く
る
者
の
心

 

村
野
藤
吾
著
・
１
１
５
、
１
１
６
P
）

こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
す
る
と
、

思
い
浮
か
ぶ
の
は
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
タ
ト
リ
ン

（
1
8
8
5
〜
1
9
5
3
）「
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
記
念
塔
」（
1
9
1
9
）と
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

キ
ー
ス
ラ
ー（
1
8
9
0
〜
1
9
6
5
）「
エ
ン
ド

レ
ス
ハ
ウ
ス
」（
1
9
5
9
）
で
あ
る
。
と
も
に
、

計
画
案
の
み
で
あ
る
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
彼
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
あ
れ

ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

時
間
の
集
積
は
建
築
家
の
「
眼
」
を
育
て
、
そ

れ
が
連
鎖
し
て
、
新
し
い
造
形
が
う
ま
れ
る
。

村
野
作
品
は
今
も
、
観
て
、
使
用
す
る
人
々
の

創
造
を
掻
き
立
て
る
も
の
が
あ
る
。

今
回
で
「
村
野
藤
吾
建
築
へ
の
旅
」
は
、
終
了
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

次
回
よ
り
、
数
回
の
機
会
を
得
て
「
村
野
藤
吾
の

同
世
代
建
築
家
」
が
京
都
周
辺
に
ど
の
よ
う
な
建
築

作
品
を
残
し
た
の
か
を
検
証
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

建
築
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
の
塔
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

村
野
の
ス
ケ
ッ
チ
資
料
よ
り
、
音
叉
（
音
響
実

験
器
）
よ
り
発
想
し
た
記
録
が
あ
る
。

同
時
期
に
設
計
し
て
い
た
千
代
田
生
命
本
社
ビ

ル
（
現
・
目
黒
区
総
合
庁
舎
・
１
９
６
６
）
の
フ

ァ
サ
ー
ド
ス
ケ
ッ
チ
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。

５
基
（
足
元
で
は
６
基
）
の
塔
は
鉄
骨
で
、
六

角
形
、
五
角
形
、
四
角
形
で
構
造
体
を
つ
く
り
、

50
㎜
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
パ
ネ
ル
の
表
面
に
1.5
㎜
の
ス

テ
ン
レ
ス
板
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
張
り
付

け
て
い
る
。

竣
工
当
時
は
噴
水
が
そ
の
足
元
に
あ
っ
た
が
、

現
在
は
除
去
さ
れ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
設
備
が
あ

る
。５

基
の
高
さ
は
、
A
・
13.5
ｍ
／
B
・
15.0
ｍ
／

C
・
14.4
ｍ
／
D
・
18.0
ｍ
／
E
・
15.4
ｍ
と
記
さ
れ
て

い
る
。
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
と
自
由
な
る
形
態
は
、

マ
イ
ヨ
ー
ル
や
ジ
ャ
コ
メ
テ
ィ
を
彷
彿
さ
せ
る
。

都
市
・
大
阪「
空
」へ
の
渇
望

周
辺
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
は
半
世
紀
の
時
を
経

て
同
程
度
ま
で
育
ち
、
ス
テ
ン
レ
ス
吸
気
塔
は
見

え
隠
れ
す
る
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
太
陽
の
光
を

浴
び
れ
ば
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
。

地
下
街
は
人
工
照
明
で
あ
り
、
自
然
光
は
及
ば

な
い
。
勿
論
、
都
市
空
間
で
あ
り
な
が
ら
住
民
は

一
人
も
存
在
し
な
い
。
村
野
は
、空
へ
の
「
渇
望
」

を
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

前
記
し
た
よ
う
に
、
音
叉
（
音
響
実
験
器
）
よ

あだち・ひでとし
安達英俊建築研究所主宰
一級建築士、工学修士
京都工芸繊維大学大学院修了
（修士論文・近代建築の再構築に関する研究─渡邊節の建築を通して─）
元渡邊節建築事務所所員（1974 ～ 1979）
委員／京都工芸繊維大学美術工芸資料館「村野藤吾の設計研究会」委員（1998 ～）
建築作品／ギャラリー「アーティスロング」（1999）　　　
著書／「村野藤吾建築案内」（TOTO出版）2009（共著）
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立面図〈個人蔵〉

東側立面

2階平面
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